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○審査事件等 

 

───────―────―───────―──────────────────

審 査 事 件 等 所  管  課 

議案第５８号 薩摩川内市上甑県民自然レクリエーション村条例の一部を改正する 

条例の制定について 

議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

経 済 政 策 課 

議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

産 業 戦 略 課 

観 光 ・ シ テ ィ セ ー ル ス 課 

ス ポ ー ツ 課 

（所管事務調査） 国 体 推 進 課 

 農 業 委 員 会 事 務 局 

 農 政 課 

議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

林 務 水 産 課 

（所管事務調査） 

 

 

畜 産 課 

耕 地 課 

六 次 産 業 対 策 課 

 建 設 政 策 課 

議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 整 備 課 

建 設 維 持 課 

都 市 計 画 課 

議案第５９号  薩摩川内都市計画事業天辰第一地区土地区画整理事業施行条例等の 

の一部を改正する条例の制定について 

（所管事務調査） 

区 画 整 理 課 

（所管事務調査） 入来区画整理推進室 

議案第６０号  薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

（所管事務調査） 

建 築 住 宅 課 
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△開  会 

○委員長（森満 晃）ただいまから産業建設

委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付の審査日程によ

り、審査を進めたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。

よって、お手元に配付の審査日程により、審査を

進めます。 

 ここで、傍聴の取扱いについて、申し上げます。

現在のところ、傍聴の申出はありませんが、会議

の途中で、傍聴の申出がある場合は、委員長にお

いて随時、許可します。 

────────────── 

△経済政策課の審査 

○委員長（森満 晃）それでは、経済政策課

の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第５８号 薩摩川内市上甑県民自然

レクリエーション村条例の一部を改正する

条例の制定について 

○委員長（森満 晃）まず、議案第５８号薩

摩川内市上甑県民自然レクリエーション村条例の

一部を改正する条例の制定についてを議題といた

します。 

 当局の補足説明を求めます。 

○経済政策課長（田中道治）それでは、議案

つづりその２、５８―１をお開きください。 

 提案理由等につきましては、本会議におきまし

て商工観光部長が御説明したとおりでございます。 

 内容につきましては、議会資料で御説明いたし

ますので、議会資料、商工観光部の１ページをお

開きください。 

 まず、改正を行おうとする上甑県民自然レクリ

エーション村条例につきましては、市民・観光客

等が自然に親しみ、休養、レクリエーション活動

の観光のできる施設として設置された条例でござ

います。 

 １の条例改正の背景でございますけれども、一

つ目に、令和２年８月に開通いたしました甑大橋

や、最近のテント泊人気もございまして、甑島で

のテント泊ができる場所の問合せが増えていると

いうことでございます。 

 二つ目に、上甑島で唯一のキャンプ場でござい

ますけれども、７月と８月のみの開場となってお

りまして、テント泊を通年の利用に関係規定を改

正するものでございます。 

 また、かねてから県の施設と間違われやすい名

称だということで懸案となっていた施設の名称の

変更も併せて行うものでございます。 

 ２の対象施設の位置図につきましては、御参照

ください。 

 ３の改正内容の主な内容でございます。 

 （１）施設の名称です。「薩摩川内市上甑県民

自然レクリエーション村」を「薩摩川内市上甑自

然公園キャンプ村」に改正、（２）開場期間の改

正につきましては、テントサイト、温水シャワー

施設を７月から８月までを、通年に改正するもの

でございます。 

 なお、施設名の改正につきましては、地域密着

型の施設であるということから、上甑地区のコミ

ュニティ協議会に名称の検討をいただいたところ

でございます。 

 ４の今後のスケジュール案でございますが、

７月議決後に改正条例を公布いたしまして、指定

管理者と調整後、関係機関等へ通知、９月１日で

条例施行となります。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）次に、議案第６１号令
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和３年度薩摩川内市一般会計補正予算を議題とい

たします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○経済政策課長（田中道治）予 算 書 の

２０ページをお開きください。 

 歳出予算でございます。２款１項６目企画費の

事項、川内駅コンベンションセンター管理費の補

正でございますけれども、川内駅周辺の人の流れ

を活発化するとともに、市街地におけるにぎわい

創出を図るため、川内駅東口市有地等利活用事業

支援条例に基づき、川内駅コンベンション施設と

一体的に民間施設を整備する事業者への支援を行

うものでございます。補正額は、川内駅東口市有

地等利活用事業支援補助金７億５ ,１６７万

１,０００円です。内訳は、施設整備費補助金が

７億５ ,０００万円、賃借費補助が１６７万

１,０００円です。 

 具体的な内容につきましては、補正予算説明資

料で御説明申し上げます。 

 産業建設委員会資料、商工観光部の１ページを

お開きください。 

 １、川内駅東口市有地等利活用事業支援補助金

は、アの施設整備費補助とイの賃借費補助でござ

いまして、薩摩川内市川内駅東口市有地等利活用

事業支援条例及び施行規則に基づき、対象経費の

４分の１を補助するものでございます。施設整備

の補助対象施設は、ホテル、レストラン、商業店

舗、立体駐車場でございまして、賃借費補助の補

助対象は、商業店舗に入居する事業者への賃借費

となります。 

 なお、賃借費補助につきましては、賃貸借契約

開始の日から３年間としているところです。 

 次に、予算書の２５ページをお開きください。 

 ７款１項３目観光費の事項、観光物産施設事業

費の補正は、上甑県民自然レクリエーション村条

例の一部改正に伴うテントサイト、温水シャワー

施設の通年利用に係る指定管理者の委託料の増額

１４万円を増額補正するものでございます。 

 次に、予算書の１１ページをお開きください。 

 歳入予算でございますが、１５款１項５目商工

使用料、上甑県民自然レクリエーション村使用料

の補正は、上甑県民自然レクリエーション村条例

の一部改正に伴うテントサイト、温水シャワー施

設の通年使用の増加分１万円を増額補正するもの

でございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

○委員（大田黒 博）先ほど言えばよかった

のですが、上甑の自然レクリエーション村、これ

において使用料等が出てたりするのですが、一般

質問でも言いましたように、車を持っていって、

自然公園となりますと、アウトドア的なそういう

ものも設置されてるんですか。その辺はどうなん

でしょう。それ一点、まずお願いします。 

○経済政策課長（田中道治）上甑の自然レク

リエーション村ですけれども、オートキャンプ場

的なものではなくて、テントを持ち込んで利用し

ていただくことになっております。 

○委員（大田黒 博）人の流れといいますか、

そういうものは、ニーズがあって、そういう要望

があったときに、そのようなスペースがあるもの

ですか。どうなんですか。 

○経済政策課長（田中道治）今の現状の利用

スペースの中では、広く利活用をしていただける

スペースはございません。 

○委員（大田黒 博）少しキャンプをする人

たちを含めてアンケート的なものを取ったり、そ

ういうものにおいて、やっぱりこっちの内地のほ

うがそういうものがあれば、全体を含めてそうい

うものが甑島にあるのかな。そういうことを含め

て、名称を変えたり、自然になじむといった名称

をつけたりしながら活用をしていくためには、そ

ういうものの少しニーズに合った、要望に合った

ものをしていくべきかと思っておりますが、いか

がでしょうか。 

○経済政策課長（田中道治）今回、条例の改

正に伴いまして、また、テント泊の通年利用が増

えると思いますので、利用客の皆様の御意見を頂

戴しながら検討をしてまいりたいと思います。現

在、指定管理で、指定管理要望の中に、利用者の

皆様からの御意見をいただくようになっています

ので、その中で御意見を確認していきたいと思い

ます。 

○委員（塩田耕大郎）私も先ほど質問すれば

よかったんですけど、関連して。通年という形に

なれば、今、現在の施設等について、補修とか、

そういうのはしなくても、通年稼働するのに、大
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丈夫ですか、建物とか設備含めて、そういうの。 

○経済政策課長（田中道治）基本的には７月、

８月の施設利用になるんですけれども、今回、テ

ントと温水シャワー施設につきまして、通年利用

にする形になっています。現在の施設の維持修繕

については、特段問題ないと考えております。 

○委員（石野田 浩）ＳＳプラザの件はここ

でいいの。最初あそこにホテルを造るときに、城

山ホテルをもってきて、現在も城山ホテルがくる

ようになってるんだけど、少しグレードの高いも

のにして、料金設定を市内の業者とは重ならない

ような話があったと思うんだけど、その辺はどう

なっているか。 

○経済政策課長（田中道治）周辺のホテルの

利用の金額よりは高くなっておりまして、その辺

は加味されているものと認識しております。 

○委員（石野田 浩）価格設定されてってい

うのは、どのぐらいの差額があるわけ。 

○経済政策課長（田中道治）クラスがスタン

ダードのものからデラックスのものまであるんで

すけれども、一番高いもので２万円ぐらいの差額

が出ております。 

○委員（石野田 浩）低いほうは。 

○経済政策課長（田中道治）スタンダードの

部分で１万６,０００円の差額が出ております。 

○委員（石野田 浩）ちょっと、ほかの意見

を聞いたんだけどな。あんまり差がないと。六、

七千円の設定をされてるという話を聞いたんだけ

ど、その辺はないんですか。 

○経済政策課長（田中道治）そのようなこと

はないというふうに認識しております。 

○委員（石野田 浩）それならいいんだけど、

そういうこと懸念されて、心配して聞かれたもの

だから、ちょっと最初と話が違うのかなと思った

りして。ただ、商売上のことなんで、流れとして

はいろいろあるんだろうけれども、さっき言った

ように、スタンダードからグレードの高いものま

でっていう設定もあるだろうし、あるいは、低い

ところを安くして、高いところを少しずつ安くし

てというような設定の仕方なんかもいろいろある

と思うんだけど、できるだけ競争原理を侵すよう

なことはあってはいけないけれども、本来市内に

あったホテルとあんまりかけ離れた競合がないよ

うにしていただかないと、あそこにＳＳプラザを

造るときに、いろいろな問題点もあったので、そ

の辺も考慮していただきたいなと思います。 

○商工観光部長（有馬眞二郎）Ｓ ＣＵＢＥ 

ＨＯＴＥＬ ｂｙ ＳＨＩＲＯＹＡＭＡのパンフ

レットの中にも、ワンランク上のビジネスホテル

が誕生しますというふうには記載をされておりま

して、利便性、快適性、ＳＨＩＲＯＹＡＭＡブラ

ンドを兼ね備えたということでも書かれておりま

すので、そういったふうに認識しておりますので、

それらも踏まえて、ＰＲもしながら活用をしてい

きたいというふうに思っております。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局に説明を求めます。 

○経済政策課長（田中道治）それでは、産業

建設委員会資料、商工観光部の２ページをお開き

ください。 

 まず、１番目の新型コロナウイルス感染症に関

する相談・問合せの状況につきまして御報告いた

します。 

 令和２年３月から令和３年５月までの問合せの

件数が、延べで２,５４０件ございました。主な

内訳は、セーフティネット保証が１,１２６件と

最も多く、次いで、店舗等の感染防止対策支援事

業補助金、テナント家賃補助金の順で、約４割が

資金繰りの関連の相談となっております。 

 大きな２番、新型コロナウイルス感染症に関す

る支援制度等の状況についてでございます。こち

らにつきましては、項目が多くなっておりますの

で、内容をちょっと限定して御説明いたしたいと

思います。 

 まず、１番目の中小企業の信用保険法の規定に

よります特定中小企業者の認定状況でございます

が、８４２件、事業者が６７８事業者でございま

した。認定の内訳でございますけれども、台風、

地震、新型コロナ、自然災害等による売上減少が

２０％以上になるもの、これがセーフティネット
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の保証の４号になりますけれども、これが２０件

でございました。それから、業績悪化に伴う売上

減少の５％以上が要件となりますセーフティネッ

ト保証５号につきましては９０件、リーマンショ

ック、東日本大震災による突発的な金融秩序の混

乱を想定されました危機関連の保証が７３２件で

ございました。 

 それから、（２）の新型コロナウイルスの感染

症関連地域経済対策支援事業補助金につきまして

は、御承知のとおり商工会議所、商工会が実施さ

れまして、２回目の補助金の交付が２月５日から

４月３０日まで申請受付を行いまして、申請件数

が、川内商工会議所が１,１０６件、商工会が

４０２件でございます。 

 それから、（３）から（５）までは御参照いた

だきまして、（６）の新型コロナウイルス感染症

関連地域の商いのパワーアップ事業補助金につい

て、商工会が実施されましたプレミアム付きのつ

ん ち ゃ ん 宿 泊 券 で ご ざ い ま す け れ ど も 、

１,５００冊が完売いたしまして、５月３１日で

利用期間が終了いたしております。換金額は、

５月３１日現在で１,２６７万２,０００円でござ

います。当初、３月１４日で利用期限を制限して

たんですけれども、御承知のとおり、新型コロナ

で県外の緊急事態宣言等がございまして、５月末

までに利用が延ばされた関係で、繰越しとなって

いるところでございます。 

 次に、４ページをお開きください。 

 （７）の新型コロナウイルス感染症関連、ふる

さと応援事業の第２弾、薩摩川内市プレミアム商

品券事業については、令和３年３月３１日に利用

期間が終了いたしまして、換金につきましても

４月末で完了したところでございます。換金額が

１４億９,５５０万２,７２８円で、換金率は

９９.８％でございました。 

 最後に、大きな３番、新型コロナウイルス感染

症の影響に関する景況感のアンケート調査につき

まして御説明申し上げます。 

 商工会議所と商工会の会員事業者につきまして、

５月６日から５月１４日にかけまして、９４４事

業者から回答が得られたところでございます。 

 括弧の４、主な調査結果でございますが、アの

現在の景況感は、「悪い」が５７.６％でござい

まして、昨年１０月に実施した結果よりも悪いと

感じておられる事業者が４.１ポイント増えてい

るところです。イの雇用の状況でございますけれ

ども、増減なしが８４.８％、ウの今後の雇用見

込みは、現状維持が８０％となっております。 

 最後に、口頭で御報告いたしますけれども、

７月３０日から８月１日までの３日間におきまし

て、川内駅コンベンションパークグランドオープ

ンセレモニーやイベントを実施する予定でござい

ます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）電気バスはここですか。 

○経済政策課長（田中道治）電気バスは産業

戦略課になっております。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、経済政策課を終わります。 

────────────── 

△産業戦略課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、産業戦略課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○産業戦略課長（堀ノ内  孝）予算書の

２０ページをお開きください。 

 歳出でございます。 

 ２款１項８目国際交流費の国際交流事業費につ

きましては、パラリンピック競技大会のパブリッ

クビューイング等の国際交流事業を行うための経

費で、５１万４,０００円の増額補正を行うもの

でございます。 

 内容につきましては、商工観光部の委員会資料 

５ページを御覧ください。 

 国際交流事業費といたしまして、本年７月

２６日に常熟市と友好都市締結３０周年を迎える

ことから、更なる交流を図るため、ホストタウン

事業を行おうとするものでございます。 
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 まず、（１）の東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会についてですが、常熟市からパラリ

ンピック卓球競技に選手３名が中国代表として選

出されたことから、パブリックビューイングを実

施しようとするものでございます。 

 パラリンピックの競技日程につきましては、

８月２４日から９月５日までで、このうち、卓球

競技は８月２５日から９月３日までの予定でござ

いますが、放送日は現時点においては未定となっ

ております。放送日に合わせましてパブリックビ

ューイングを行うこととなりますけれども、会場

は国際交流センターのコンベンションホールを予

定しております。密を避けながら、検温や手指消

毒などの新型コロナウイルス感染症対策を取り、

開催したいと考えております。 

 次に、（２）のホストタウンオンライン事後交

流でございますが、パラリンピック競技大会終了

後の９月下旬から１０月上旬頃、出場選手を交え

たオンライン交流を実施したいと考えております。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

○委員（岩切正之）今のパブリックビューイン

グの件でお伺いしたいんですけど、まず観客の上

限１００名とあるんですけど、こちらは市内の方

をお考えなんでしょうか。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）障害者で卓球

をされている方、市卓球協会の方、国際交流協会

の会員の皆様ですとか、市内の市民の方を考えて

おります。 

○委員（岩切正之）昨今、尾身茂会長が、パブ

リックビューイングに関してですけど、パンデミ

ックの中で普通はないと。時期が若干今と異なる

というのは分かるのですけど、今、いわゆるコロ

ナ禍でリスク回避が必要だと思うんですけど、さ

らに１９日に全国知事会でも、パブリックビュー

イングの国が統一的に集まるのをやめるように早

く打ち出していただきたいっていうことの見解を

述べられてるんですけど、あえて我が薩摩川内市

でパブリックビューイングを行うのはなぜかと、

このことをちょっとお教えください。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）まず、本年、

常熟市との友好都市締結の３０周年ということが

ございます。そういった中でこれまで協議を続け

てきまして、本来でしたら、行き来をして対面で

の交流とか、そういうことがやりたかったわけで

すけれども、何とか少しでも友好都市として応援

できることがないかという一つの方法としまして、

オンライン交流という、パブリックビューイング

ということで考えに至ったところでございます。

もちろんコロナ禍の状況がございますので、今後

の状況も見ながらとなりますけれども、相手の選

手の方の少しでも力になるように、何らかこうい

った形でやっていきたいなと考えております。 

○委員（岩切正之）最後の質問なんですけど、

鹿児島県が今、感染拡大警報はステージ３のほう

で継続中なんですけど、いわゆる不要不急という

形で、県外等への外出自粛ということで、知事の

ほうからも言われているということがございます。

今、鹿児島県としてですけど、感染拡大警戒期間

になっているかと思います、６月２１日から。今

後、少し先の話ですので、どうなるか分からない

んですけど、いわゆる私が懸念してるのが、障害

者卓球をされている方が観客であると。あと、市

の卓球協会。いわゆる健常者の方のみではないと

いう認識が私にはあるんです。そこで状況がどう

なるか分からないんですけど、その辺の感染対策

のほうを重々徹底していただかないと、市民の方

の安全を担保できないと、ちょっと厳しいのでは

ないかと。ちょっと私、厳しいような言い方かも

しれませんけど、この辺はちょっと、まだ時間も

ありますので、再度御検討をいただいて、当然ど

うなるか分からないというのは分かりますので、

そこは重々お願いしたいと思います。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）今おっしゃら

れましたとおり、障害者の方も観客になるわけで

すので、障害の種類もございますけれども、御指

摘ありましたように、感染対策を十分に取るよう

に、皆様方と協議しながら進めていきたいと考え

ます。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を
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行います。 

 当局に説明を求めます。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）商工観光部の

委員会資料の６ページをお開きください。 

 川内港振興事業について、（１）の外貿コンテ

ナですが、１月から４月までの取扱量を記載して

おりますけれども、昨年までは順調に推移してお

りましたが、本年は新型コロナウイルス感染症の

影響で世界的に港湾労働者等が減少したことによ

り、コンテナが滞留し、海上運賃の高騰及びブッ

キングが取りにくい状況が続いており、本年は取

扱いが減少してる状況がございます。 

 一方、（２）の木材輸出量の推移ですけれども、

これは中国向けのバルクになりますけれども、世

界的な木材需要の高まりにより、輸出木材は大幅

に拡大している状況でございます。 

 次に、（３）の薩摩國広域輸出協議会ですが、

これは、川内港を利用した輸出促進に取り組むた

め、昨年５月に阿久根市、日置市、本市の３市に

より設立されたものでございます。 

 本年度予定している事業展開について、概要を

御報告いたします。 

 海外展開としましては、海外輸出プロモーショ

ン事業や鹿児島県と合同での輸出プロモーション、

国内での輸出促進としましては、輸出スキルアッ

プ事業や国内輸出商談会出展事業を予定しており

ます。実施時期等は、コロナ禍の状況を見ながら

となるため流動的でございますけれども、オンラ

イン等も活用しながら、構成自治体内事業者の貿

易実務能力の向上や商品開発を進め、川内港の利

用促進に向けて取り組んでいくこととしておりま

す。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含めて、所管事務全般につ

いて質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）昨年の３月議会でもお

尋ねをした電気バスなんですが、最近になって市

民の方から「あの電気バスは今いないけど、どこ

で使ってるの」っていう質問がありまして、確認

に行きました。去年は駐車場に据えてあって、何

も使われてないっていう報告を受けたんです。そ

のときにも、車検を受けてちゃんと動くので、今

後、白ナンバーには変わったけども、無料で使う

ことで使えるような話だったんですが、今、あの

バスはどこに行ったんですか。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）総合運動公園

の第４駐車場のところに置いてございます。 

○委員（成川幸太郎）第４駐車場というのは

どこですか。一番上。屋根つきに今まであったん

です。あそこが第４駐車場。あそこにないですよ。

今まであったところにいないですよ。 

○商工観光部長（有馬眞二郎）すいません。

今も第４駐車場に停めてあるということでござい

ます。 

○委員（成川幸太郎）一時期、私も確認した

ときは分からなかったんですが、第４駐車場の今

まであった同じ場所にありますか。 

○商工観光部長（有馬眞二郎）同じ場所に停

めてあるということでございます。 

○委員（成川幸太郎）本当ですね。 

○商工観光部長（有馬眞二郎）そのように報

告を受けております。 

○委員（成川幸太郎）分かりました。もう一

回確認してみます。私もつい先日確認したばかり

なんですけど、見当たらないから、本当にいなく

なったんだと思って、びっくりして。ただ、昨年

の２月に車検を受けて、白ナンバーに変えて、ち

ゃんと動くようにしてあるということでした。昨

年は管理費が予算計上されていて、一昨年ですか、

車検費と管理費を予算計上されたのは。今年も管

理費としては、この予算の概要には見当たらなか

ったんですが、項目の中では、管理費はやっぱり

継続して計上されているんですか。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）昨年と同様で

ございます。 

○委員（成川幸太郎）分かりました。また、

今年の使う予定というのはどのように、どこかで

使われる予定というのはあるんですか。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）今のところ、

これでというのはございませんけれども、今まで

どおり災害時の非常用電源とか、公園内のイベン

ト時の送迎、再エネ観光ルートの見学などで使う

予定としております。 

○委員（成川幸太郎）電気自動車については、

使われるって言いながら、昨年も一昨年もほとん

ど使われないままきてましたし、災害がなかった

から、バッテリーとしても使わなかったというこ

となんですけども、３月も、昨年もお尋ねをした
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んですが、駐車場に停めてあっただけじゃ、これ

は何をしているのよという感じになってしまうん

ですよね。いろんな催しがあるときに、昨年も言

ったんですが、動かして、その会場の近くに持っ

ていって、電気バスの啓発をするということだっ

たんです。それさえしない、されてないんですけ

ども、やはりそういった何らかの動きはしないと、

あそこに行ってあのバスを見る人たちは非常に不

信感を抱くと思うんですよ。今後は、やはり何ら

かの形で使うということを示していただかないと、

黙って見てる我々議員も何をしているのかという

形になってしまいますので、ぜひ市民が何らかの

活用がされてるというのを分かるような行動を取

っていただきたいなというふうに思います。 

○産業戦略課長（堀ノ内 孝）置いておくば

かりではなくて、いろんなところに持っていって、

ＰＲなどできるように考えていきたいと思います。 

○委員（宮里兼実）今の成川委員と関連なんで

すけど、部長、課長、成川委員から質問を受けた

ときに、バスについては、職員の皆さんも誰が管

理をしてるのか、成川委員の質問にみんな答えら

れなかったでしょう。だから、常にただあそこに

置いとく。私もあそこを何回か通ったときに、バ

スがいなかったから、何でいないのかな、どこか

転売したのか、もう５年たったのか。まだ４年ぐ

らいしかたってないですね。５年間は転売もでき

ないというような、５年間はそういう補助金の関

係で動かすことはできないということでしたので、

やはり職員の皆さんも１週間に１回ぐらいでもい

い、そういう管理に気を配っていないと、どこに

あるかも、今さっき成川委員から言われたときに、

課長も答弁に困ってたでしょう。だから、そうい

うことも常日頃、普段から気をつけて、誰か管理

の当番でもいいから、そういう人を常に置いてお

くと。いきなり言われて答弁に困ってるようでは、

あなた達は一体何をしているのかというようなこ

とだから、常にそういうことも考えておいて。要

望しておきます。 

○商工観光部長（有馬眞二郎）今、御指摘い

ただきましたので、我々としましても、しっかり

とまた管理をしていきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員（大田黒 博）部長、一点お願いです

けど、ちょっと内容的なものじゃないんですけど、

今度、所管が変わりましたよね、経済政策課、産

業戦略課、企画政策課も少し変わって、この

１０月１日から今度は甑島が変わりますよ。所管

の内容を少し列記した形で、我々にも分かりやす

いように、何が変わったか一覧表にしていただけ

ればありがたいんですけど、何か検討いただけま

せんか。 

○商工観光部長（有馬眞二郎）一覧表にした

ものを、整理してお渡ししたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（森満 晃）そのほかありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、産業戦略課を終わります。 

────────────── 

△観光・シティセールス課の審査 

○委員長（森満 晃）次に、観光・シティ

セールス課の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

それでは、予算に関する説明書の２５ページをお

開きください。 

 ７款１項３目観光費におきます本課の補正予算

につきましては、旅行誘客事業費の負担金補助及

び交付金の増額であります。県の地域振興推進事

業補助金の活用をし、甑島で実施されます三つの

イベントを甑大橋開通１周年記念事業として拡充

開催し、観光誘客及び本市の知名度アップを図ろ

うとするものでございます。あわせまして、県の

補助金交付決定を受けまして、財源調整を行うも

のでございます。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりま

して、甑島アクアスロン大会は５月下旬に中止が

決定をされました。他のイベントにつきましても、

感染の状況によっては中止や縮小の可能性がござ

います。仮に中止となった場合でも、これまでに

要した経費については補助することとしておりま

す。これについては、県とも協議済みでございま
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す。 

 続きまして、歳入につきまして御説明いたしま

すので、予算に関する説明書の１３ページをお開

きください。 

 観光・シティセールス課分は、１７款２項５目

商工費補助金２節観光費補助金の地域振興推進事

業補助金は、県の事業採択を得たことから、今回

補正するものでございます。補助率は事業費の

２分の１でございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局に説明を求めます。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文） 

委員会資料の商工観光部の７ページをお開きくだ

さい。 

 １、令和３年度イベント、（１）きゃんぱく事

業につきましては、新型コロナウイルス感染症対

策を講じながら実施しているところでございます

が、感染拡大に伴いまして、５月２５日から６月

２０日まで新規の予約販売を停止しておりました。 

 （２）観光イベントの開催予定につきましては、

６月１０日現在では記載のとおりでございますが、

その後、中止が決定したものがございますので、

お知らせをいたします。２の１の温泉杯サッカー

大会の７月下旬、８月上旬開催予定の中学生大会、

少年大会が、あと、１０月の八重山高原星物語の

中止が決定がなされました。新型コロナウイルス

感染症の感染拡大の影響によりまして、多くのイ

ベント等が中止になっております。実施の可否の

空欄のところにつきましては、現在検討中または

実施の方向で準備中でございます。 

 ８ページを御覧ください。（３）個人旅行型甑

島旅行商品造成事業は、４月２９日から催行して

おりましたけれども、同じく新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に伴いまして、５月２５日から

６月２０日まで新規の予約販売を停止しておりま

した。 

 （４）薩摩川内市モバイルスタンプラリーは、

市内の観光施設等を複数周遊し、落ち込んだ観光

入込み客数を回復させ、消費行動につなげること

を目的に、５月１日から開始をいたしました。獲

得したポイントの数に応じて、甑島ペア旅行券な

ど総額１００万円の特典が当たる抽選に応募でき

るものでございます。実施期間は８月３１日まで

でございますが、これも同じくコロナウイルスの

感染拡大に伴いまして、５月２５日から６月

２０日までは停止しておりました。 

 （ ５ ） ダ イ ワ キ ス マ ス タ ー ズ ス タ イ ル

２０２１でございますが、９月２４日から２６日

の３日間、唐浜臨海公園で大会が開催される予定

と聞いております。 

 （６）“ＹＥＳ！川内川”スマホｄｅペタンコ

スタンプラリーにつきましては、３月の委員会で

説明したとおりでございまして、９ページを御覧

ください。ウの実績のとおり、８００名を超える

方々に参加していただきまして、応募件数は

３４７件でございました。当選者につきましては、

現在、特典の発送準備等を進めているところでご

ざいます。 

 大きな２番目、シティセールスプロモーション、

（１）観光ポスター制作事業でございます。本市

のＰＲポスターを、イベント、食、甑島の３部門

で公募によって作成しようとするものでございま

す。応募者の方には、その場所に行っていただく

などすることによりまして、本市の新たな魅力発

見につながるものと考えております。諸審査スケ

ジュール案等につきましては、アからオに記載の

とおりでございます。 

 （２）フィルムコミッション事業、アの映画

「大綱引の恋」でございますが、５月７日から全

国公開され、現在８０館以上の映画館で上映され

ているところでございます。 

 イ、映画「エヴァーガーデン」でございます。

旧いこいの村いむた池が外国人人材育成・高齢者

福祉施設「咲良」として営業が開始されましたけ

れども、そこの法人のイメージキャラクターであ

る女優の島田陽子さん主演の映画が、藺牟田池や

市比野をロケ地として、７月上旬から市内で撮影

がされます。来年２月のモナコ映画祭等に出品予

定と聞いておりまして、完成後には本市の魅力が
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発信されるものと考えているところでございます。 

 １０ページを御覧ください。 

 ふるさと納税の令和２年度の実績及び寄附者希

望の使途、内訳でございます。５億円を目指して

取り組んでおりましたけれども、２,０００万円

ほど届きませんでした。現在、昨年度同月比の約

１２０％で推移をしているところでございます。 

 ４、新型コロナウイルス感染症対策事業でござ

います。 

 （１）テイクアウト・アンド・デリバリーにつ

いてでございます。この事業につきましては、昨

年から取り組んでおりますが、今後も引き続き実

施することとしております。 

 （２）キャッシュレス決済による消費喚起事業

でございます。感染症拡大に伴いまして多大な影

響を受けている市内の飲食店の利用を促進し、経

済活動の回復と消費拡大を図るために、飲食店並

びに利用者の感染予防に配慮をしましたキャッシ

ュレス決済の導入促進を行うとともに、消費喚起

キャンペーンを実施しているところでございます。

市内の登録飲食店でＰａｙＰａｙ、Ｐａｙどんで

支払っていただきますと、利用金額の３０％のポ

イントが戻ってくるものでございます。この取組

は、県内の本土地域では初の取組で、実施期間は

６月１日から３０日までの１か月間で、ポイント

付与の上限は、決済１回当たり３,０００円相当、

期間中の上限は１万円相当でございます。戻って

きましたポイントにつきましては、利用制限はご

ざいません。飲食店の方々からは、大変ありがた

いとの声を伺っているところでございます。また、

ＰａｙＰａｙ側から利用率の伸びに大変驚いてい

ると、予想以上であるということでございました。 

 （３）ウェブ販売促進事業であります。新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大により、催事の中

止や観光客等の減少に伴いまして、市内特産品の

販売不振に対する対策として、ＰＣサイト薩摩川

内Ｗｅｂショップ「薩摩國」で販売促進を行って

いるものでございます。市が送料や決済手数料を

負担するために、特産品が大変お得に購入できる

ものでございます。期間は４月３０日から１２月

３ １ 日 ま で と な っ て お り ま す け れ ど も 、

４,０００個限定としておりますので、規定数に

達し次第終了となります。開始から１か月半で

１,０００個、約４００万円の売上げがありまし

た。このままで推移しますと、１０月末には予定

数に達する可能性がございます。 

 ５、薩摩川内市と株式会社博多大丸との九州探

検隊アンバサダー認定を、本年４月２０日に行い

ました。今後、博多大丸での催事や本市の情報発

信を行うこととしております。 

 １１ページでございます。 

 ６、株式会社ＡＮＡ総合研究所との販路拡大の

取組についてでございます。現在、ＡＮＡの社員

の方が本市に駐在していただいて、商品開発や販

路拡大等について、市と観光物産協会と一緒にな

って取り組んでいただいております。現在、駐在

員の方は４年目で、主な取組は、そこに（１）か

ら（３）に記載のとおりでございますので、御覧

いただきたいと思います。 

 最後に、資料はございませんけれども、１件報

告をさせていただきたいと思います。本市が業務

委託をしておりましたランドブレイン株式会社が

サイバー攻撃を受けていた件でございます。 

 この件につきましては、関係課が３月のそれぞ

れの常任委員会におきまして経過報告をしていま

した。本課が所管いたしますインタープリター支

援及び日常マップ作成業務委託につきましては、

４月の組織見直しに伴い、甑はひとつ推進課から

所管替えされたもので、総務文教委員会で経過報

告等をしたものでございますが、具体的には、イ

ンタープリターの２８名及び観光案内グループ名

簿の４３名の個人情報が含まれるというものでご

ざいました。 

 今回、ランドブレイン株式会社が調査会社に依

頼して行った情報流出の有無及び範囲についての

調査・解析が終了したとして、同社から５月

１０日付で、サーバーのウイルス感染に伴う調査

結果の御報告及び今後の再発防止に向けた取組に

ついてとして、文書にて報告がありました。 

 その報告内容は、１、調査会社による調査・解

析・分析を行った結果、情報流出を示唆する明確

な痕跡は確認をされなかった、２、この調査結果

に基づき、同社は自社サーバーからの外部への情

報流出はなかったものと判断する、３、これまで

のサーバーの管理運営上の問題を十分認識し、再

発防止に取り組んでいくというような内容でござ

いました。市としては、この報告について了承を

いたしました。 
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 なお、この報告を受けまして、本課といたしま

しては、改めて対象者７１名の方に対し結果の報

告と、あわせて、その後も被害等はなかったかの

確認を行い、特に被害はなかったことを確認をし

ております。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）３点お尋ねいたします。 

 観光イベント開催、イベントについてですけど

も、川内川花火大会が現在のところ無期延期とい

うことで発表をされたのですけども、やはり市民

の方から、この無期延期っていうのはどういうこ

とか、いつ頃どういうことがあったら開催される

のか、方向性を示してほしいというような要望も

出てます。私らもどう答えていいか分からない。

無期延期ですということでしか答えられないんで

すけど、これの対応について今後どうされていく

のか。それと、「こしきまる旅フリーチョイス」

ですけども、６月２０日まで停止ということです

が、もう既に販売を開始されたのかどうか。 

 もう一つ。ふるさと納税が伸びてることは非常

にありがたいことで、過去も質問をしてまいりま

したけども、今、伸びてる中で、返礼品を観光物

産協会扱いになっていると思うのですが、以前も

生産者の方を助けるために、それはされるという

のはいいことなんですが、生産者の方がその手数

料について結構負担に思ってらっしゃると。その

手数料率、今、観光物産協会が幾ら取ってるのか、

分かれば教えてください。３点お願いします。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

まず、花火大会でございますけれども、コロナウ

イルス感染症の拡大に伴っての関係で、感染が終

息すればということなんでしょうけれども、まだ

うちのほうでもどのような形でされるのか、無期

延期、または、ゲリラ的に昨年されたような形で

単発でされるのか、そこ辺もまだ決まってないと

いうことで聞いております。今後そのような情報

がありましたら、お知らせしたいと思っておりま

す。 

 ２番目の「こしきまる旅フリーチョイス」でご

ざいますけども、２１日から販売を開始をしてお

ります。催行については、２８日からになるよう

でございます。予約は受け付けておりますが、催

行は２８日から始まります。 

 あと、ふるさと納税の手数料でございますけど、

しばらくお待ちいただきたいと思います。すいま

せん。観光物産協会は、手数料は取ってないとい

うことで聞いております。 

○委員（成川幸太郎）取ってないわけだ。分

かりました。 

○委員（石野田 浩）いろんなイベントがこ

こへ掲載されてますけれども、唐浜から甑島に行

くウインドサーフィンの横断レースを御存じです

か。あれは、どこが主催してやっているのですか。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

このイベントの１２番目、甑海峡横断レースとい

う形で、実行委員会が組織されまして、市の補助

金を充てております。 

○委員（石野田 浩）ウインドサーフィンの

そういう大がかりな大会というのは、あんまりな

いと思うのよね。だから、いいＰＲになるんじゃ

ないかなと思うんだけれども、その辺何か、全国

とか、九州とか、範囲を広げてＰＲできるような

何か方法を考えてるのかな。 

○観光・シティセールス課長（橋口浩文）

実行委員会のほうで、その辺はＰＲも含めてして

おりますし、大会等が開催されますと、ホーム

ページ等でも情報等の発信をしております。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、観光・シティセールス課を終わります。 

────────────── 

△スポーツ課の審査 

○委員長（森満 晃）次に、スポーツ課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○スポーツ課長（田中英人）補正予算、予算

案に関する説明書の３４ページをお開きください。 

 当課分は、１０款６項１目保健体育総務費、事

項 、 ス ポ ー ツ 振 興 事 業 費 で 、 補 正 額 は
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１,３１８万６,０００円の増額であります。これ

は、東京オリンピック・パラリンピック招聘事業

負担金のうち、新型コロナウイルス感染症対策に

係る追加費用分でございます。内容としましては、

東京オリンピックに参加する代表チームの事前キ

ャンプ受入れに対し、国から変異株等に対応した

追加的な対策が示され、それに伴う増加でござい

ます。具体な感染症対策につきましては、所管事

務調査で御説明いたします。 

 続きまして、歳入でございます。 

 予算に関する説明書の１４ページをお開きくだ

さい。 

 １７款２項８目県支出金、県補助金、教育費補

助 金 、 保 健 体 育 費 補 助 金 の 補 正 額 は 、

１,３１８万６,０００円の増額でございます。こ

れは先ほど歳出で御説明いたしましたが、東京オ

リンピック・パラリンピック招聘事業に係る県か

らの交付予定のホストタウン等新型コロナウイル

ス感染症対策交付金の増額でございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑がないと認めます。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局に説明を求めます。 

○スポーツ課長（田中英人）資料の１２ペー

ジをお開きください。 

 所管事務につきましては、合宿の状況について

と、東京２０２０オリンピック事前キャンプ、第

３０回全国市町村交流レガッタ薩摩川内大会の中

止、第１６回市民運動会の中止について御説明い

たします。 

 まず、スポーツ合宿の状況であります。年度別

合宿状況についてでございます。令和２年度の合

宿団体数は、昨年度より１４団体減り、３４団体

でありました。合宿予約につきましては、７３団

体がありましたけれども、新型コロナウイルス感

染拡大により３９の団体が中止したことによる減

少でございます。 

 次に、令和２年度の種目別スポーツ合宿団体状

況についてでございます。団体数、延べ宿泊人数

が一番多かったのはバレーボールであります。 

 次に、令和２年度の主なスポーツ合宿実施団体

でございます。デンソー陸上競技部、鹿銀陸上競

技部による陸上合宿、栃木県ウエートリフティン

グ協会によるウエートリフティング合宿、ヴィク

トリーナ姫路や東福岡高校、星城高校によるバ

レーボール合宿等が実施されました。今後も新型

コロナ感染症対策防止等の状況を踏まえながら、

合宿誘致を展開してまいりたいと思います。 

 続きまして、資料の１３ページを御覧ください。 

 ２、東京２０２０オリンピック競技大会の事前

キャンプについてであります。 

 男子バレーボール・アルゼンチンチームと男子

バレーボール・ベネズエラチームが、事前キャン

プをサンアリーナせんだいにて行います。キャン

プ期間につきましては、アルゼンチンが７月

１３日月曜日から２０日火曜日までの８日間で、

選手・スタッフ総勢２１名です。ベネズエラは、

当初７月９日から２１日までの１３日間、選手・

スタッフ１７人でございましたが、期間につきま

して変更があり、７月１０日土曜日から１９日月

曜日までの１０日間となりますので、資料の訂正

をお願いいたします。宿泊につきましては、アル

ゼンチンがスポーツ交流研修センター、ベネズエ

ラが市内の民間宿泊施設となっております。 

 基本的な感染症対策としまして、３密の回避、

マスクの着用、消毒・手洗い、体調管理を徹底し、

受入スタッフにつきましては、マスク着用、消毒

に加え、フェイスシールド及び手袋を着用いたし

ます。 

 事前キャンプ受入時の感染症対策としまして、

入国前は両国とも自国で１４日間の健康モニタリ

ングを実施し、入国する９６時間以内に２回のＰ

ＣＲ検査を実施、入国する７２時間以内にＰＣＲ

検査を実施し、入国の際、陰性証明を提出し、入

国時、空港にて検査を行い、陰性であれば入国す

ることとなっております。 

 キャンプ期間中においては、チーム及びチーム

との接触のある関係者は、毎日検査を実施いたし

ます。選手の行動は宿泊施設と練習会場のみに制

限し、一般の方々との動線は分離し、接触を回避

いたします。 
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 また、歓迎式につきましては、練習会場となり

ますサンアリーナせんだいと市役所会議室による

オンラインで行います。 

 受入従事者のワクチン接種につきましては、国

の方針によりワクチン接種を進めることは、市民、

選手団双方の感染リスクを下げ、安心、安全な事

前キャンプ等につなげられるとの考えから、本市

においても、宿泊施設関係者をはじめ、受入従事

者のうち６５歳以上を除いた従事者４１名のワク

チンを接種することといたしました。以上のよう

な感染対策をしながら、事前キャンプを行ってま

いります。 

 続きまして、３、第３０回全国市町村交流レガ

ッタ薩摩川内大会の中止についてでございます。 

 これにつきましては、９月２５日、２６日、本

市で開催することになっておりましたが、主催者

である全国ボート場所在市町村協議会の会長の埼

玉県戸田市長から中止するとの連絡を受けたもの

でございます。 

 ４、第１６回市民運動会の中止についてであり

ます。 

 これにつきましては、本年１０月１０日に開催

予定でありましたけれども、市民運動会運営委員

会の書面協議を行った結果、新型コロナウイルス

感染症の終息が見えない中、参加者の安心、安全

を確保し実施することが難しいと判断され、この

判断を受け、主催者において中止することといた

しました。 

 また、資料にはございませんが、薩摩川内市体

育協会から、７月の地域対抗バレーボール大会、

地域対抗ソフトボール大会については中止と聞い

ております。また、７月に開催予定でありました

市ボート協会主催の早慶レガッタにつきましても、

協会のほうから中止することで連絡を受けている

ところでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（岩切正之）レガッタの薩摩川内大会の

中止についてお伺いしたいんですけど、中止は中

止で致し方ないと思うんですけど、川内川のほう

で、高校生だと思うんですけど、非常にレガッタ

を練習されてたわけです、ずっと。大会が中止に

なって、また、こういう地理的有利な環境の市町

村というのは、そんなにないんじゃないかと。つ

まり、川内川がこんな近くで、練習できる環境が

ある市町村でありまして、川内川でずっと練習し

てたのを私見てましたので、これは致し方ないこ

とであるんですけど、中止になって、その辺の何

かしらの、ケアじゃないですけど、そういう施策

ができれば、これはちょっとお願いしたいという

ふうな要望が、まず一点です。 

 次に、オリンピックの合宿の件でお伺いしたい

のですけど、先日、泉佐野市で、御存じかと思わ

れるんですけど、ウガンダの代表選手団の方でお

一人コロナの陽性の方がいらっしゃったと。一緒

に来られたウガンダの選手団の方、陰性の方はそ

のまま入国されていると。そういう経緯があって、

もちろん対策のほうはよく分かるんですけど、お

伺いしたいのが、移動が貸切りバスとかになるか

と思うんですけど、そういう運転手の方とか、接

種状況を優先接種っていうので、恐らく年齢的に

まだ打たれてない方が、多分現役の方っていう意

味なんですけど、そういう方が運転手でやられて

ると思うんですけど、その辺のところはどのよう

なのでしょうか。つまり、２回接種しないといけ

ないと。６月２２日に優先接種っていうことでお

知らせというのがあるんですけど、その辺りはど

のようなのでしょうか。 

○スポーツ課長（田中英人）一つ目のボート

の関係でございますが、実は、川内高校及び川内

商工漕艇部については、かなり力を入れておりま

して、今年度も両校それぞれインターハイの全国

大会に出場されるということで、来月早々に表敬

訪問も実施されるところでございます。それにつ

きましては、市のスポーツ振興基金のほうから、

かかる費用の補助をさせていただくという形で、

頑張ってる方々にはそういう形で支援をしていき

たいと考えているところでございます。 

 続きまして、オリンピックの事前キャンプに伴

う貸切りバスの運転手の方々の接種についてとい

うことでございますが、こちらのほうで事前に接

種が決まった時点で対象としまして、運転手の

方々も接種の対象としております。そういう形で

接種のほうを進めさせていただいているところで

ございます。 

○委員（岩切正之）いろいろこの資料を拝見し

ていて、感染対策のほうは非常にやられるという
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前提の話ではあるかと思うんですけど、やはり南

米のほうでも、ブラジルとかアルゼンチンとか南

米だと思いますので、この辺りで非常に感染が拡

大してると。また、コロナの影響で、世界でも

３００万人以上亡くなってるわけです。この現実

っていうのはきちんと直視して、より一層の安全

対策のほうを求めるということで、お願いで終わ

らせていただきます。 

○観光・スポーツ対策監（花木 隆）一点補

足をさせてください。 

 １番目の質問の中の全国市町村交流レガッタの

件ですが、この大会につきましては、高校生が出

場する大会というよりも、大人の市民の方々が出

場する大会というふうに御理解ください。よろし

くお願いいたします。 

○委員（成川幸太郎）今、岩切委員の質問に

関連してですけども、受入スタッフのワクチン接

種、今日も新聞に出てまして、４０名が対象とい

うことでしたけども、この方々にワクチンを接種

して、まあ年齢に関係なく対象者とされるんでし

ょうけども、６月２２日付で文書が出て、今日、

新聞に対象の４０名っていうことが出てましたけ

ど、いつ１回目を打って、２回目がいつになるの

か。そうした場合の選手受入れの送迎の対応で、

抗体っていうのはどの程度できるということを想

定をされてるんでしょうか。 

○スポーツ課長（田中英人）接種につきまし

ては、今週末までに皆さん接種をする予定で計画

しているところでございます。２回目につきまし

ては、チームが来る直前等になるところでござい

ますが、全く接種をしないよりは、１回でも接種

をしたほうが、少しでも抗体ができるのではない

かという形で、今回実施したところでございます。 

○委員（成川幸太郎）２回目の接種が、受入

れの日までに間に合うということでよろしいです

か。 

○観光・スポーツ対策監（花木 隆）実は、

国の考え方が示されたのが、先週１８日金曜日で

した。それから決定をしまして動いたということ

がありまして、１回目接種が今週中には終わりま

すが、２回目は３週間の間が開くので、事前キャ

ンプがもう既に始まっています。ただ、１回接種

をして、２週間で抗体がつくということで、今週

中に１回接種をして、２週間おいて事前キャンプ

を受け入れて、５０％以上の抗体率を上げたいと

いうことでの接種となっております。 

○委員（成川幸太郎）確かに１回で、今のや

つだと７０％ぐらいの抗体ができるということも

聞いておりますので、それがまず、ないよりかは

ましだろうと。受入期間中に２回目ができれば、

なおいいことだと。できるだけ早い機会に体制を

取っていただくようにお願いします。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、スポーツ課を終わります。 

────────────── 

△国体推進課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、国体推進課の審

査に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○国体推進課長（石原勝浩）商工観光部産業

建設委員会資料の１４ページをお開きください。 

 まず、１、燃ゆる感動かごしま国体の大会名称

及び大会会期について御説明いたします。昨年

１０月に開催予定でありました第７５回国民体育

大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い

「特別国民体育大会」に大会名称を変更し、令和

５年１０月７日から１０月１７日までの１１日間

の大会会期で開催されることが、昨年１０月及び

本年３月、日本スポーツ協会において決定された

ものであります。 

 続きまして、２、競技種目及び競技会場につき

ましては、本市におきまして、ホッケー、バスケ

ットボール、ウエートリフティング、軟式野球、

空手道競技の正式５競技及び、バウンドテニスの

デモンストレーションスポーツ１競技が、第

７５回国民体育大会を継承することとして、主催

者において調整が行われたところでございます。 

 競技会会期につきましては、今月１０日に開催

されました日本スポーツ協会令和３年度第１回国

体委員会で決定されました。 

 資料の１４ページ下段及び１５ページの競技会
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会期を御覧ください。１０月７日、県立鴨池陸上

競技場で総合開会式が行われ、燃ゆる感動かごし

ま国体の開幕を迎えます。本市では、１０月８日

から１２日までの５日間、樋脇屋外人工芝競技場

及び丸山自然公園でホッケー競技全種別が行われ

ます。バスケットボール競技は、１０月１２日か

ら１６日までの５日間、サンアリーナせんだいで

少年男子種別が行われます。ウエートリフティン

グ競技は、１０月１２日から１６日までの５日間、

入来総合運動場体育館で青年・少年男子及び女子

種別が行われます。軟式野球競技は、１０月

１３日から１４日の２日間、総合運動公園野球場

で青年男子種別が行われます。空手道競技は、

１０月８日から１０日までの３日間、サンアリー

ナせんだいで全種別が行われます。その後、

１０月１７日、県立鴨池陸上競技場で総合閉会式

が行われ、燃ゆる感動かごしま国体の幕が下ろさ

れ、翌年、令和６年のＳＡＧＡ２０２４国民ス

ポーツ大会へと引き継がれることになります。 

 今後、令和５年の特別国民体育大会の開催に向

けて、市実行委員会を中心に、市民総参加による

開催を目標に、薩摩川内市の誇れる魅力を全国に

発信することを目指し、新型コロナウイルス感染

拡大防止対策を踏まえ準備を進めてまいりたいと

思います。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 以上で、国体推進課を終わります。 

────────────── 

△農業委員会事務局の審査 

○委員長（森満 晃）次は、農業委員会事務

局の審査に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○農業委員会事務局長（道下和弘）産業建設

委員会資料の１ページをお開きください。 

 １の農業委員会委員の４月から５月の主な活動

及び２の農地法に基づく許認可業務の４月・５月

の実績状況については、２ページまで掲載いたし

ました。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 太陽光発電施設に係る農地転用実績県許可分を

掲載しております。 

 ４ページをお開きください。 

 農業委員会活動方針に対する令和２年度の実績

でございます。 

 １の農地流動化の推進について、実績は

１３３.２ヘクタールでございました。 

 ２の耕作放棄地の発生防止と解消では、既に森

林の様相を呈するなど、農業上の利用の増進を図

ることが見込まれないと判断した非農地判断農地

の面積は２８.０ヘクタールであり、農地転用面

積は２１.１ヘクタールで、合計４９.１ヘクター

ルの農地がこの一年で減少しており、下段（２）

令 和 ２ 年 度 末 の 農 家 台 帳 上 の 農 地 面 積 は

７,２５５.１ヘクタールでございます。 

 続いて、５ページを御覧ください。 

 （３）耕作放棄地解消の実態では、毎年１回義

務づけられている農地利用状況調査及び必要に応

じて行う状況調査の結果、令和２年度末の耕作放

棄地面積は６２６.３ヘクタールであり、前年度

より２６.１ヘクタール増加しておりますが、新

たに発生した農地の管理方法等については、個別

の利用意向調査を行っているところでございます。 

 ６ページをお開きください。 

 ３の委員会活動の促進について、（１）法令に

基づく業務では、年間４０３件の処理を行いまし

た。 

 最後に、７ページは、単年度と平成２４年度か

らの太陽光発電施設に係る農地転用実績累計でご

ざいます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（岩切正之）ちょっとお伺いしたいんで

すけど、農地法の第１８条の申請に関することと

いうのがあるんですけど、これは６項のほうにな

るかと思うんですけど、これは、その後、結局耕

作放棄地になるのかどうかというのは分かるんで

すかね。それとも、そういうのを追われているん

ですかね、宅地転用になるとか。 

○農業委員会事務局長（道下和弘）今、委員
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がおっしゃるとおり、農地転用の申請絡みもある

し、あるいは、優良農家への、いわゆる農地の貸

し借りの移転ということもございます。それも含

まれております。詳細については、ちょっと現時

点では把握しておりませんので、よろしくお願い

いたします。 

○委員（岩切正之）ちょっと重複になるんです

けど、今、農地法の第１８条申請に関することと

いうことで、市の届出分と。これだけ見ると、要

は、第６項になるっていう理解をするんですけど、

１項を申請とかいうのは、じゃあ、もう今は分か

らないってことですかね、今、現時点で。 

○農業委員会事務局長（道下和弘）申し訳ご

ざいませんけど、ほとんど、今、委員がおっしゃ

る１８条の１項は実情はなくて、１８条の６項が

もうほとんどのといいますか、この数字は１８条

６項のみでございます。 

○委員（岩切正之）分かりました。私がちょっ

と懸念してるのが、耕作放棄地になるかどうかと

いうことです。人口減少に伴いまして、農業で、

何ていうんですかね、専業農家で、ちょっと私の

記憶で申し訳ないんですけど、農業産出額が鹿児

島県は第２位だと思うんですけど、それで所得の

ほうも全国で農業のほうで４位かだと思うんです

けど、我が市は土地の面積が鹿児島県でも一番広

いので、その辺の懸念がありますので、関心があ

って今質問させていただきましたので、またお伺

いするかもしれませんけどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（森満 晃）そのほか、ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、農業委員会事務局を終わります。 

────────────── 

△農政課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、農政課の審査に

入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○農政課長（小城哲也）それでは、所管事務

調査につきまして、本市におけますミカンコミバ

エの確認と対応などにつきまして説明させていた

だきますので、産業建設委員会資料の１ページを

お開きください。 

 １番目に、本市におけますミカンコミバエの確

認について、本年５月１９日に上甑町におきまし

て県内では本年初めてとなります雄１匹が誘殺さ

れ、２０日にミカンコミバエであることを確認、

さらに５月２４日、鹿島町で雄２匹と、上甑町で

雄１匹が誘殺され、５月２５日にミカンコミバエ

であることが確認されたことから、本市での確認

は計４匹となり、前年度より１か月早い確認とな

りました。 

 ２番目の令和３年度におけます鹿島地域と上甑

地域における発生状況と対応について記載してご

ざいます。ミカンコミバエの確認後の初動対応に

つきましては、門司植物防疫所鹿児島支所指導の

下、鹿児島県北薩地域振興局病害虫防除所と薩摩

川内市による殺虫剤と誘殺板による対応を実施し

ております。 

 ３番目には、ミカンコミバエとはどのようなも

のか記載してございます。特に、この幼虫が果実

に寄生しますと、腐敗、落果し、ひどい場合には

収穫皆無となることから、初動対応は重要となり

ます。 

 ４番目には、防除対策作業（初動対応）などの

概要を記載してあります。特に、令和３年度のマ

ニュアル改訂により、③の誘殺板、テックス板で

すが、設置につきましては、半径１キロ圏内から

２キロ圏内に拡大されております。 

 また、④の殺虫剤の散布は、改正、改訂により

追加されたところでございます。 

 次に、５番目には、令和３年度における県内で

の誘殺状況でございます。令和３年６月１６日現

在で薩摩川内市、いちき串木野市、枕崎市におい

て、合計１０匹が確認されております。 

 なお、６月２１日に奄美市において、雄の成虫

１匹がミカンコミバエであることが確認されまし

たので、鹿児島県においては１１匹が確認された

ところでございます。 

 今後も関係機関と連携を図りながら、防疫対策

に全力で取り組んでまいります。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が
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ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）このミカンコミバエで

すけども、今、雄だけが来ているということで幼

虫が卵を産む可能性はないのだろうと思いますけ

れども、今後、このミカンコミバエは、どこから

どういう形でこうして入ってくるのか、雄しかい

ないんだから増える可能性がないから、どこから

か飛んでくるんですか。恐らく雄だけで幼虫が果

実に寄生してはいないだろうと思うから、被害と

しては、そう予測されないんでしょうけど、そこ

ら辺の見通しというのはどうなのでしょうか。 

○農政課長（小城哲也）このミカンコミバエ

につきましては、梅雨前線等の偏西風によりまし

て飛んでくるということです。今年は、先ほど言

いましたとおり１か月早い状況ということで、特

に、雄につきましては、卵を雌に産まさないよう

に、トラップといいまして、それに誘殺して捕殺

するということで、その周りの、今度は果実につ

いていないかというのを果実の採果調査というこ

とで、果実を周辺から採取したものを１週間後に

切開いたしまして、幼虫が入っていないかどうか

というのを判断しまして、それがもし入っていれ

ば、また更なる防疫の実施になるというところで

ございます。 

○農林水産部長（中山信吾）補足説明をさせ

てください。 

 雄しか捕まりませんのは、このわなのトラップ

板、これは雌のフェロモンを入れて、それでわな

にしているので雌は捕まらないということになっ

て、逆に雄しか捕殺はできないということです。

雄を捕殺することによって交尾や繁殖をできなく

することで、果実等への寄生をするのを防ぐとい

うことになります。そういうことで御理解をいた

だければと思います。 

○委員（成川幸太郎）我々もこういうことは

知らないことですけど、ということは雌がいる可

能性もあるわけですね。 

○委員（大田黒 博）農家の方々から少し苦

情等をお聞きしたんですけれども。というのは、

以前だったと思うんですけども、この水田地域に

おける面積においての削減がされたということで、

中山間直接支払等を含めて、やはり減少している

のではないかなと思いながら、この面積に対する

畦畔率を含めて、分かる範囲でいつの時点で、ど

のような形で国からあったのかということで、

我々も知らなきゃいけなかったんでしょうけども、

皆さん方には、いつの時点で提示されたのか、そ

の辺を少し、分かる範囲でいいですから教えてい

ただけませんか。 

○農政課長（小城哲也）ただいまの畦畔率の

関係でございます。これにつきましては、会計検

査院のほうからも指導がございまして、令和３年

度から畦畔率については見直しをしまして実施し

ているところでございます。令和２年度までにつ

きましては、合併前の旧市町村の畦畔率３％で算

出していたところでございます。これにつきまし

て、畦畔率の根拠を、やはり作成しなければなら

ないということで、３％は旧川内市のものを使っ

ておりました。 

 そこで、昨年、３市１町、薩摩川内市、伊佐市、

さつま町におきまして、統一しようという形で協

議を行いました。それにつきまして、農林水産省

が公表しております直近の数字ということで、水

張面積につきまして、水田面積、それから畦畔面

積、こういったのを調査しまして、仮に、現在の

今出しております畦畔率が７.６％ということで

ございますが、これにつきましては、令和元年度

の農林水産省統計部の公表値ということで、本地

面積、作付面積ですが、これが２,９００ヘク

タールございます。これを田本地面積、水田面積

３,１４０ヘクタールで割りますと９２.４％、こ

れから１００％から９２ .４％を引きました

７.６％が畦畔率という形で、今年からこれの算

定に基づいて実施しているところでございます。

これをしなければ、場合によっては返納という形

も出てきますので、今年から、非常に皆さんには

大変でしょうけど取り組ませていただいたという

ところでございます。 

○委員（大田黒 博）この返納というのは、

直接支払いに対しての返納ということになるんで

すかね。少し聞いたのは、畔がありますけれども、

それに対する減歩率かなと思ったりもしたんです

けど、その辺りは、どのような形で皆さんには説

明をしているか、今の率の出し方からしますと

我々でも少し分かる範囲なんですかね。 

○農政課長（小城哲也）先ほど言いましたと

おり、根拠となるものが農林水産省の統計値とい
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うことでしか根拠を示されないものですから、先

ほど言いました計算でさせていただきまして、こ

れにつきましては、国の指導もございまして、本

件は場合によって過去の交付金返還となることが

考えられるということも申し添えてありますので、

このような形で７.６％、３％からしますと４％

ちょっと増えるわけですが、非常に農家の皆さん

にとっては大変ですが、御理解をいただきたいと。

また、説明につきましても文書等の発送等で対応

しているところでございます。 

○委員（大田黒 博）少し分かりましたけれ

ども、また、直接的には伺いたいと思いますけれ

ども。この４％という削減率を額にしたらどのく

らいになりますか、分かりませんか。大体でいい

です。 

○農林水産部長（中山信吾）経営所得安定対

策の関係でございますけども、今これで加工用米

とかいろいろ飼料作物ありますけども、これの令

和２年度の作付面積が、そのまま平成３年度も作

付されたとした場合、試算によりますと全体で

１,９００万円ぐらい、市に入ってくる交付金が、

令和２年度で４億６００万円ほど入ってきていた

のが３億８ ,７００万円ぐらいに、ですから

１,９００万円、約２,０００万円ぐらい少なくな

る、この４％広がったことで農家には全体で影響

があるだろうというふうに試算しているところで

す。 

○委員（石野田 浩）今年、私は一般質問で

も言ったんだけれど、米余りが懸念されるという

ことで生産調整がなされるんじゃないかという話

があったんだけど、その辺は本市には来ていない

んですか。 

○農政課長（小城哲也）今のところは、まだ

詳しい情報等は入っておりません。 

○委員（石野田 浩）その辺は、やっぱりよ

く情報を集めて、生産者にですよ、そのときにな

って迷惑がかからないようにしておかないと、今

若手の人たちが耕作規模を広げて、たくさん自分

たちも作ろうということでやってくれている人た

ちが多いんだけども、それで今度は途中から飼料

用に替えなきゃいけなかったとかということがな

いように、やっぱり情報網をしっかりと持って、

県とも連絡を取りながら、早め早めの指導だとか、

そういう広報をしてもらわないと困りますので、

よろしくお願いします。 

○農林水産部長（中山信吾）補足でございま

すけども、経営所得安定対策事業の中での主食用

米の作付面積でございますけども、これは県のほ

うから目安の数字というのが毎年来るわけでござ

いますが、例年、主食用米の作付面積については、

県の農業再生協議会から示された面積に対しまし

て、例年２００町歩以上、内側で収まっている。

割り当てに対して、市の農家の方々が作付されて

いる面積に、まだ２００町歩ぐらい余裕があるよ

うな状況で本市のほうは推移しておりますので、

本年もそういう形で多分推移していると思います

ので、直接大きな影響は、ほぼないというふうに

今のところ考えているところです。 

○委員（石野田 浩）今、いいことを聞いた

というわけじゃないけど、２００町歩の分も、つ

くり方が少ないという話なんで、やっぱり休耕地

だとか何とかというのを解消するような形で、今、

一生懸命若手の人たちが規模拡大をしていらっし

ゃるのでどんどんつくってもらって、その辺を十

分に生産できるようにしていったほうが、それぞ

れの農業所得も上がるわけだし、そういう意味で

も、その枠を余らせておくというのは農業政策に

ついてあまりいいことじゃないので、フルに活用

できるように、やっぱり対応してしていかなきゃ

いけないと思うので、その辺をよろしくお願いし

ます。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、農政課を終わります。 

────────────── 

△林務水産課の審査 

○委員長（森満 晃）次に、林務水産課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○林務水産課長（山元義一）まず歳出予算か

ら御説明いたしますので、予算書の２３ページを
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お開きください。６款４項３目治山林道費です。

これは特定離島ふるさとおこし推進事業の補助内

示額の確定に伴い、増額補正を行うものです。内

容につきましては、林道２路線の舗装整備に関わ

る工事請負費です。整備する林道２路線の詳細に

つきましては、補正予算の概要の４ページの上段

と中段に記載しております。また、委員会資料の

２、３ページでは、林道２路線の位置図を入れて

おります。 

 次に、予算書の２４ページをお開きください。

６款５項２目水産振興費です。最初に、魚介類中

間育成放流事業補助金は、特定離島ふるさとおこ

し推進事業の補助内示額の確定に伴い、増額補正

するもので、アワビの稚魚の放流に対する補助と

なっております。 

 次に、北薩の食（海幸山幸）ＰＲ等支援事業補

助金は、北薩地域振興局の地域振興推進事業の補

助内示額の確定に伴い、増額補正するもので、川

内とれたて市場を活用した農林水産物の販売促進

に対する補助となります。内容の詳細につきまし

ては、補正予算の概要の４ページの下段及び

１１ページの下段に記載しております。 

 次に、予算書の３５ページをお開きください。

１１款１項３目過年公共農林水産施設災害復旧費

です。これは令和２年７月豪雨により被災した林

道の公共災害復旧事業に該当する７か所の工事請

負費です。内容につきましては、補正予算の概要

の１４ページの中段に記載しております。 

 続きまして、歳入予算の御説明をいたしますの

で、予算書の１３ページをお開きください。

１７款２項４目農林水産業費補助金の３節林業費

補助金と４節水産業費補助金は、先ほど歳出で説

明いたしました特定離島ふるさとおこし推進事業

及び地域振興推進事業の補助金となります。 

 次に、１４ページをお開きください。１７款

２項９目災害復旧費補助金の１節農林水産施設災

害復旧費補助金は、先ほど歳出で説明いたしまし

た過年公共農林水産施設災害復旧事業に対する補

助金となります。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局から報告事項はありませんので、これより

所管事務全般について質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 以上で、林務水産課を終わります。 

────────────── 

△畜産課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、畜産課の審査に

入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局から報告事項はありませんので、これより

所管事務全般について質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（大田黒 博）１点だけ。課長、南日

本新聞等で、各地域のせり市等の価格が出ており

ますけれども、近頃、今月に入って推移が落ちて

いますけども、どう把握されていますか。価格の、

まあ七、八万円かなと思っているんですが、どの

ような把握をされているか教えてください。 

○畜産課長（木場憲司）子牛価格の相場につ

いてということでございますが、子牛価格のここ

５月、６月期の相場の下落につきましては、全国

的な展開ということで、特に４月、ゴールデンウ

ィーク前で、枝肉相場が、もう例年以上に高騰し

たと、内需、巣ごもり需要というのと輸出の下支

えというところで４月は子牛相場も高かったと、

その反動が５月、６月、出ているというところも

あります。 

 また、６月は、梅雨時期とかいろいろございま

して、例年下がる傾向ではございますが、またこ

こは一番大きなのは新型コロナ感染ウイルス対策

で飲食店なりの自粛が続いておるというところが、

相場回復には若干、今のところは影響していると

ころはあるかなと思います。 

 ちなみに、全国の５月の子牛せり市では、薩摩
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市場は第１位の平均価格の相場でございました。 

○委員（大田黒 博）このコロナが一番かな

と思っておりますけれども、次の６月のそういう

ものも含めて分かりました。ただ、下げ幅におい

ての農家の方々が心配されるのかなと思っており

ますけれども、薩摩川内市は、薩摩市場は割とい

いのかなといつも思っておりますけれども、また

推移を見ながらいきたいと思います。ありがとう

ございました。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、畜産課を終わります。 

────────────── 

△耕地課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、耕地課の審査に

入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局から報告事項はありませんので、これより

所管事務全般について質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 以上で、耕地課を終わります。 

────────────── 

△六次産業対策課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、六次産業対策課

の審査に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○六次産業対策課長（寺田和一）本年３月の

市議会産業建設委員会所管事務調査において報告

させていただいた件のその後の経過について、御

報告させていただきます。先ほど観光・シティ

セールス課からもありまして重複するところがあ

りますが、御了承ください。 

 本年３月の市議会産業建設委員会におきまして、

本市が令和２年度業務委託しましたランドブレイ

ン株式会社のサーバーに対して、サイバー攻撃が

仕掛けられまして、それにより同社のサーバーか

らの情報流出の可能性があること、そして情報流

出の有無及び範囲などの調査に若干の期間を有す

るということ、それから情報の中には、当課が業

務委託しました業務の中の４０人分の個人情報が

含まれており、その対象者の方々には連絡し、お

詫びしながら状況説明を行っていたと。その段階

では特段の被害はないということを報告させてい

ただきました。 

 今回、ランドブレイン社から、調査について情

報流出の有無、それから範囲についての調査解析

が終了したとしての連絡が５月１０日にあったと

ころであります。 

 その内容につきましては、調査解析、分析を行

った結果は、情報流出を示す明確な痕跡はないと

いうこと、それから、その調査結果に基づいて、

自社サーバーから外部への情報流出はなかったと

社としては判断するということ、そして、今後の

ことでございますけれども、これまでのサーバー

管理運営上の問題を十分認識した上で再発防止策

を行っていくという内容でありまして、当市とし

ましては、その報告を了承したところでございま

す。 

 この報告を受けて、もう一度、４０人の方には

改めまして状況報告をいたしまして、また全体的

には被害報告は受けていないんだけど、特に何か

問題はなかったですかということのお問い合わせ

をしましたところ、このまま終わってよかったで

すという御意見を頂いているところでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）六次産業対策課の所管

事務でも何の報告もないというでしたが、３月で

新しく予算も計上されて、その後の動きというの

が全く、まだ今のところ取組は行われていないと

いうふうに捉えていいんですか。 

○六次産業対策課長（寺田和一）申し訳ござ

いません。補助金申請の段階であって、事業実績

報告、そこまで至っておりませんでしたので、今

回、所管事務調査の資料として提出はいたしませ

んでしたが、今年度から始めました甑島に対する
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補助制度につきまして、大体補助金の申請額ベー

スでなんですが、大体５０％、４８％程度の割合

で補助金の申請を頂いております。 

 当課としましては、審査をいたしまして承認を

出しまして、今現在、補助事業者がそれぞれ自分

の計画に従って、市場調査ですとか商品の販売で

すとか、そういったことに取り組んでおられると

ころでございます。 

○委員（成川幸太郎）甑島はそれでいいんで

しょうけど、六次産業に取り組む支援の補助金の

予定があって予算を組まれたものです。そこら辺

の新たに六次産業に取り組もうとする方々の取組

状況というのは、一応順調に進捗しているという

ことでよろしいですか。 

○六次産業対策課長（寺田和一）誠に申し訳

ございません。一度に答えるべきでございました。

申し訳ございません。 

 本課の主要であります六次産業化の事業の補助

金でございますが、昨年度末から予算を計上する

に当たり、１社、２社のところから御相談を受け

ておりますという報告はさせていただいておりま

すが、このコロナ禍の状況におきまして、新しく

一歩を踏み出す状況が非常に厳しいという見立て

をされまして、今、撤退ではなくて、状況を見つ

つ、展開が、状況が許せば、先に進みたいという

ことでお話は伺っておりまして、３月の委員会の

状況と少し変わったというところはございません

で、私のほうで報告が漏れました。また、よろし

くお願いいたします。 

○委員（成川幸太郎）ぜひ、寺田課長の力で

推進をさせていただくようにお願いをいたします。 

○委員（塩田耕大郎）甑島に限定した補助金

というのは、どういうものがありますか。 

○六次産業対策課長（寺田和一）３月の委員

会でも御説明させていただいたんですけれども、

甑島におきましては、六次産業化に取り組むとし

ましても、どうしても本土側とすると、経費的な

もの、具体的に言えば、移送費ですとかそういっ

たものもある、それからまた取り組むにしても、

なかなか状況が厳しいので一歩を踏み出せないと

いうことでしたので、私どものほうから、実際、

六次産業化、大きな事業に踏み込む前の小さな六

次産業化というところに目を当てまして、少しで

も何かお手伝いができればということで補助をさ

せていただきました。 

 ４月の中旬に説明会もいたしまして、いろんな

中で話を聞きますと、確かに、もう大きなことは

できないけれども、ちょっとしたことのようなこ

とで市場調査に行けたりですとか、輸送費、また

輸送のための資材等に補助があるというのは非常

にありがたいと、何とかこれを利用して頑張って

いきたいというお声は聞いております。そのよう

な事業を展開しております。 

○委員（塩田耕大郎）ありがとうございます。

続けてよろしくお願いをいたします。 

○委員長（森満 晃）そのほかありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、六次産業対策課を終わります。 

 ここで、休憩します。再開は、おおむね１３時

とします。 

         ～～～～～～～～～ 

         午後０時 ５分休憩 

         ～～～～～～～～～ 

         午後０時５７分開議 

         ～～～～～～～～～ 

○委員長（森満 晃）休憩前に引き続き、会

議を開きます。  

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（森満 晃）建設政策課の審査に入

ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設政策課長（内田俊彦）所管事務調査と

いたしまして、大小路地区の引堤事業の完成、天

辰地区のかわまちづくり計画の登録、南九州西回

り自動車道の状況、それと、県道４３号川内串木

野線の迂回路の整備状況につきまして、報告をい

たします。 

 建設部の産業建設委員会の１ページをお開きく

ださい。 

 大小路地区の引堤事業につきましては、平成

２３年度から事業に着手しております。これまで、
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天大橋付近、太平橋付近の築堤、難工事でござい

ました肥薩おれんじ鉄道の架設、下内田樋管など

の移設など、整備を推進していただいたところで

ございます。 

 大小路地区の引堤事業は、これらの整備が全て

終わり、令和２年度をもって終了いたしましたの

で報告いたします。 

 残りにつきましては、令和２年度から着手して

おりました環境整備のかわまちづくり事業の整備

が進められており、令和４年度で完了予定とされ

ているところでございます。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 天辰地区のまちづくり計画の登録につきまして、

報告いたします。 

 天辰地区につきましては、区画整理事業と一体

となった引堤事業が進められております。事業に

よって創出される河川空間の利活用につきまして、

地元と協議をしながら川内川流域全体のかわまち

づくり計画の登録に向けた取組を進めてまいりま

した。今回、天辰地区のかわまちづくり計画につ

きましても、去る令和３年３月１９日に登録がな

され、登録証の交付を受けたところでございます。 

 ２ページにございます左側の整備イメージとい

う図面がついておりますが、こういう形で登録を

してございます。これにつきましては、あくまで

もイメージということでございまして、今後詳細

な具体的な計画内容につきましては、改めて地域

の方々、国、薩摩川内市と一緒になって計画をつ

くることとしております。 

 次に、３ページをお開きください。 

 南九州西回り自動車道の整備状況でございます。 

 西回り道路につきましては、昨年１２月に水引

地区において着工式が執り行われたところでござ

います。今年度は、令和２年度の補正予算と今年

度の予算、合計３３億２,７００万円の予算が阿

久根川内道路についております。 

 本市では、現在、写真にもございますように水

引インターチェンジのところで工事が既に進めら

れております。それから、写真の上のほうなんで

すけれども、網津トンネルという表示がございま

す。これにつきましても令和３年度からトンネル

の掘削工事が予定されております。写真の右の上

のほうに小さな写真がございますが、現在、トン

ネルに必要な進入路等の工事が進められていると

ころでございます。 

 また、橋梁やトンネルなどの構造物の詳細設計

も進められておりまして、水引から（仮称）湯田

西方インター間におきましては、令和３年度で全

ての詳細設計を終えるというふうに聞いてござい

ます。市といたしましても、事業が進むよう国交

省、関係機関と連携を取りながら事業促進に努め

たいというふうに考えているところでございます。 

 次に、４ページをお開きください。 

 県道川内串木野線の迂回路の進捗状況でござい

ます。 

 これにつきましては、昨年１０月に工事を２工

区に分けて工事が進められております。真ん中の

３番というところに現況写真というのがございま

すが、１工区においては伐採などが終え、現場写

真①のとおり道路になる部分の軟弱地盤の対策等、

②本線部分の掘削等が実施されております。２工

区におきましては、写真３の伐採作業や写真４の

土砂の掘削、運搬等などが進められております。 

 また、起点部分になります河口大橋の取付け部

分の付近になるんですけれども、旧久見崎軍港跡

地の文化財調査が実施されておりましたけれども、

これも無事に調査が終了しているところでござい

ます。 

 今年度におきましても、引き続き本線部分の道

路整備や伐採、地盤改良などが進められる予定と

なっているところでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含め、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（石野田 浩）まず、単純なことだけ

ど、３ページの阿久根川内間の図面の中に、湯田

との間に網津トンネルと書いてあるんだけど、網

津という名前を残してもらうのはいいのだけど、

全く網津じゃないんだよね、ここの場所は。何で

そういうふうになったの。 

○建設政策課長（内田俊彦）これにつきまし

ては、我々も鹿児島国道事務所に名前としてちょ

っと違うよねということで話をしてございます。

もともとの網津とついたという経緯まではちょっ

と知りませんけれども、認識としましては網津じ

ゃなくて、草道とか。 

○委員（石野田 浩）浜田とかね。 

○建設政策課長（内田俊彦）そういった形で
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今後はまた検討するというふうに回答をいただい

ております。 

○委員（石野田 浩）網津から湯田のトンネ

ルの場合は、網津トンネルでも両方の名前使って

でもいいんだろうけど、今、水引トンネルのとこ

ろを網津トンネルというのは、ちょっと地名が全

く違うんで、やっぱり検討し直してもらったほう

がいいんじゃないかなと。湯田網津間のほうは名

前はまだ決まっていないのかな。あそこも湯田ト

ンネルとなっているのか。 

○建設政策課長（内田俊彦）今のところでは

湯田トンネルという仮称で動いて・・・。そこに

つきましては、先ほども申しましたとおり、この

前も鹿児島国道事務所のほうで会議がございまし

て、その案件が出まして、また改めて検討すると

いうふうに話をいただいております。 

○委員（石野田 浩）それから、関連してで

すけれども、令和３年度中に測量の詳細設計を終

わるという話なんだけども、その詳細設計をつく

るためには買収が進まないと詳細設計できないん

じゃないのか。その辺どうですか。 

○建設政策課長（内田俊彦）用地については、

計画がまずあって、それからその計画に基づいて

用地をお願いするという形になっていきますので、

設計のほうがまず先になっていくと思います。 

○委員（石野田 浩）何回も申し訳ないんだ

けど、もう既に路線とか高さとかというのは、最

初の設計で分かっていて、それで買収も始まって

いるんだよね。これから先のところはまた詳細設

計が終わってから買収が始まるのか。 

○建設政策課長（内田俊彦）基本的なルート

の設計はある程度終わっておりますけれども、詳

細な部分が設計をしないと概略で走っていくと、

飛び出たりとかなってきたりする部分があります

ので、そういったところを実施をするということ

で、基本的にトンネルとか橋梁とかそういった構

造物について、ほとんど終えるというふうに聞い

ております。 

○建設部長（久保信治）今、用地幅というこ

ともしっかりとある程度もう決まっております。

ただし、今、課長のほうが説明したのは、トンネ

ルの抗口から中の工法とかを決めるような詳細な

設計が今からになります。それから、橋ですけど、

橋の幅は分かっているんですけど、この橋の中に

くいを打ったりとか、それから取付け道路をどう

いうふうに入れていったり、詳細なところが今か

らですので、用地の買収と設計とは並行しながら、

ちょっとでも変わる部分については用地を追加す

る場合もありますけれども、基本は用地は決めら

れた幅で、今並行して購入していくということに

なりますので、これがルートがかなり変わったり

とか、そういうことは一切ございませんので、今

の幅の中で詳細に工法を決めるような形で設計し

ていくというふうなことでございます。 

○委員（石野田 浩）それと、道路の付け替

えと河川の付け替えがありますよね、網津のほう

で。横山池から出てくる河川の付け替えと、横山

林道と網津の道路のあの延長の線を付け替えする

ようになっているね、ボックスカルバートか何か

入れて。それを早く、例えば場所だとか何とかし

てもらわないと、あそこに農業用水の配水管が全

部通っているわけよね。だから、今年はもうその

工事もないだろうから、収穫時期までそのままで

いくだろうからいいと思うんだけど、パイプライ

ンも。来年度になったらすぐまた４月頃から始ま

るわけだから、その付け替え工事を早くやっても

らわないと、耕作者に非常に迷惑がかかるんじゃ

ないかなと。あそこはため池は大きいのは大きい

んだけど、そんな一遍にやってしまうと、やっぱ

りなかなか水も足りなくなったりするんで、付け

替え工事のほうを早くやってもらったほうがいい

んじゃないかなと思うんだけど。 

○建設政策課長（内田俊彦）網津のところの

付け替え道路です。この路線についてはいろんな

林道の付け替え、市道の付け替え、水路の付け替

え、いろいろございます。これについては一応協

議をしながらどういうふうな構造にするとか進め

ております。実施についてはまだ具体的にそこの

部分に入る部分についてはまだ分かっておりませ

んので、今後そういうふうな話もあるということ

で、国とも調整をしながら進めていただきたいと

いうふうに思います。 

○委員（石野田 浩）そのようなものに対し

てできるだけ早くしていただくようお願いします。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 
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 以上で、建設政策課を終わります。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（森満 晃）次に、建設整備課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○建設整備課長（鍋倉省司）歳出から説明し

ますので予算に関する説明書２７ページをお開き

ください。 

 ８款５項５目公園緑地費の増額でございます。

内訳は、右側の説明欄に記載の公園管理事業費で

工事請負契約費でございます。これは、地区振興

推進事業で、県からの補助内示に伴いまして増額

するものでございます。これは、祁答院地域の大

村地区を流れる久富木川の河川敷を利用した多目

的広場を昨年に引き続き整備するものでございま

す。 

 なお、事業概要等は予算概要書の１２ページの

（３）１２を御参照ください。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

１３ページをお開きください。 

 １７款２項６目土木費補助金７節公園緑地費事

業補助金の増額でございます。右側説明欄に記載

のとおり地区振興推進事業補助金でありまして、

これは歳出で説明いたしました久富木川多目的広

場、運動広場の整備事業費でございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

○委員（大田黒 博）この久富木川予算、

１,３００万円ということで、２分の１だと思っ

ておりますので、これが最後かなと思っています

が、それを含めて旭橋までどういう形になるのか

を、川を渡れるようになるのか少し説明いただけ

ませんか。 

○建設整備課長（鍋倉省司）この最後の整備

につきましては、地域はじめ地区コミの方々の要

望をお聞きした上で整備計画を立てた上での県に

対する補助要求を行っておりますので、旭橋まで

の張り芝等の広場の整備、また、川の中について

も地元の御要望、御意見を承った上で、今の段階

での計画はつくってございます。渡れる形での計

画にしてございます。 

○委員（大田黒 博）ありがとうございます。

もう１点、スラグ防草が水かさが上ってしまって

災害が出ておりますけれども、地区民の方々が原

状復帰なるものは、前あった形のものに復帰なの

か、芝を張ったり少し格好が変わった形での原状

復帰なのか、御説明いただけませんか。 

○建設整備課長（鍋倉省司）災害復旧の観点

からしますと、原型復旧が原則でありますけれど

も、今回、越水をしてある程度流失した部分がご

ざいますので、今後の出水に備えた形でのある程

度強固な形での復旧のほうが望ましいかと思いま

すけれども、現場を確認した上で復旧に際しては、

今もまだ出水期でございますので、出水期を過ぎ

た後の復旧になるとは思うんですけど、そこ辺り

はよく検討した上で復旧対応はしたいと思います。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局から報告事項はありませんので、これより

所管事務全般について質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設整備課を終わります。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（森満 晃）次に、建設維持課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 
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○建設維持課長（中島弘喜）それでは、歳出

から御説明申し上げますので、予算に関する説明

書の２６ページをお願いいたします。 

 ８款３項２目河川改良費です。説明欄に記載し

てございますように、特定離島排水路整備事業に

係ります県の内示に伴いまして工事請負費を増額

するものでございまして、鹿島地区市道鳥ノ巣線

の側溝整備工事を実施する予定でございます。 

 続きまして、歳入につきまして御説明申し上げ

ますので、１３ページをお願いいたします。 

 １７款２項６目土木費補助金の２節河川費補助

金は、今ほど御説明をさせていただきました歳出

の特定離島排水路整備事業に係ります県補助金で

ございまして、充当率は８０％でございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設維持課長（中島弘喜）産業建設委員会

資料建設部の５ページをお願いいたします。 

 天大橋修繕代行事業につきまして、現在の状況

を御説明申し上げます。 

 資料にございます大きな１番、事業概要、それ

から大きな２番の（３）までにつきましては、本

年３月の市議会におきまして説明をさせていただ

いた部分と重複いたしますので、省略をさせてい

ただきたいと思います。 

 大きな２番の（４）の工事内容についてから御

説明をさせていただきます。 

 本年、令和３年度の工事の予定といたしまして

は、天大橋の中央付近にございます橋桁の連結部

分につきまして、これを強固な連結ということで

橋桁を一体化するという工事が一つです。それか

ら、橋の表面といいますか、車が通行をする部分、

床版と申しますけれども、ここの修繕の工事、大

きくこの２点の工事を予定してございます。 

 今現在は、御覧になっていただいているかもし

れませんけれども、橋に足場を設置いたしまして、

橋桁の連結工事の準備といたしまして、桁の修繕

工事を今現在進めてもらっているところでござい

ます。 

 それから、本年度も今御説明しました工事内容

に伴いまして、（５）にございますけれども、交

通の規制が生じます。一度御説明をさせていただ

いておりますけれども、車両を全面的に通行止め

をする期間がおおむねでございますけれども、

９月の下旬から１２月の下旬までという予定でご

ざいます。 

 この通行止めの期間の詳細につきまして、今、

鹿児島国道事務所におかれまして最終調整を行っ

ていただいているところでございます。間もなく

期間が判明するものと考えております。期間が明

確になりましたら、期間が分かり次第市議会の皆

様にもお知らせをさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 それから、この通行止め等に関しまして、大き

な影響を受けられるであろう事業者さん等、大き

な３にございますけれども、輸送、配送事業、そ

れから病院、警察、学校、工場、事業所、ここに

記載をしているような事業所等の皆さん方につい

ては、事前に個別の説明をさせていただこうとい

う考えでございます。これらを踏まえて今後の予

定を含めまして、これまでの経過と併せた御説明

をさせていただきます。 

 大きな４番でございます。 

 本年の３月２５日頃の広報薩摩川内で天大橋の

工事着手につきまして市民の皆様に周知をさせて

いただいたところです。４月２０日にはバスの運

行経路が変更になるということもございますので、

関係者で協議をしてございます。それから、５月

１２日に開催されました４８地区コミュニティ協

議会の会長会議におきまして、同じように事前に

天大橋の工事着手に伴う通行規制のお知らせをさ

せていただいたところです。 

 これからの予定でございますけれども、先ほど

申し上げましたように、期日が明確になり次第、

速やかに市議会の皆様への報告をはじめ、市の

ホームページに掲載をさせていただき、先ほど申

しましたように関係者の個別訪問、説明、それと

改めて明確な期日を広報紙で周知を図る、それか

ら、ＦＭさつませんだい、道路交通情報などで通
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行止めの予告を、おおむねですけれども、１か月

ぐらい前から周知を図っていきたいと思います。

これと併せてになりますけれども、主要な道路の

交差点などに交通規制予告の看板を設置をするな

どということも計画をしているところでございま

す。 

 一番下に米印で書いてございますけれども、そ

の他の方法といたしましては、市内の公共施設、

例えば協力を得られる店舗の方々とかそういった

ところ、協力をいただければポスターといいます

か、お知らせのポスターのようなものを掲示させ

ていただくとか、詳細を記しましたビラを置かせ

ていただくというようなことに努めながら、でき

る限りの周知に努めたいというふうに考えている

ところでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含めて所管事務全般につい

て御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）この天大橋修繕代行事

業についてですが、関係者協議等というのは、今

後の関係者への個別説明ということで、まだ行わ

れてはいないと捉えていいんですか。 

○建設維持課長（中島弘喜）９月何日から

１２月何日までという日にちを明確になった段階

で説明に上がりたいというふうに考えておりまし

て、おっしゃいましたように、今現在まだ始めて

おりません。 

○委員（成川幸太郎）私はもう前回の議会の

報告で、その件を皆さんにお知らせできる限り知

らせて回った。ただ、非常に不安に皆さん思って

いらっしゃる。今、隣に書いてある次の都市計画

課の検証結果が出ているんですけども、恐らくこ

の道路に相当入っていくんだろうと想定がされて、

あと、天大橋に入るのは告知ができるけど、あと

の道路はないということをせんと、今はもう相当、

今でも朝晩渋滞するところですので、事前の告知

というのを。関係者の責任者で周知されたときに、

くれぐれもそこの従業員の方、関係者のトップは

分かるんだけど、従業員の方々は全く知らないと

いうことで、当然市にも苦情が来るでしょうけど

も、我々議員にも何事かと、朝晩は通れるのでは

ないかとか、完全にこうではなくて、工事の期間

だけ止めて、朝晩は通してやればいいのではない

かとかという話も来ていますし、もう相当波紋を

呼ぶだろうと、あそこが止まったらという気がし

ます。できるだけ早めの対応をお願いをしておき

たいというふうに思います。 

○建設維持課長（中島弘喜）今の御指摘いた

だいた内容を重々踏まえながらですけれど、また

中にございましたように夜間の通行が可能ではな

いかという御質問等もあろうかと思いますので、

そこら辺りも工法的、工事の施工的に無理がある

旨の説明も付け加えながら事前の周知を進めてい

きたいと思います。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、建設維持課を終わります。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（森満 晃）次に、都市計画課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算 

○委員長（森満 晃）審査を一時中止してお

りました議案第６１号を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○都市計画課長（香月貴廣）歳出につきまし

て説明しますので、予算に関する説明書の

２７ページをお開きください。 

 ８款５項１目都市計画総務費、事項都市計画総

務費の説明欄を御覧ください。 

 都市計画推進事業費の立地適正化計画の防災指

針策定について、国庫補助金の内示が減額となり

ましたので、一般財源との調整でございます。 

 次に、下段の８款５項２目街路費の説明欄を御

覧ください。事項横馬場田崎線整備事業ですが、

国の交付金内示に伴い増額補正及び財源調整でご

ざいます。 

 次に、説明欄、事項中郷五代線整備事業費です

が、事業損失補償額の確定に伴いまして、市が負

担する補償金の増額を行うものでございます。 

 次に、歳入について御説明いたします。

１２ページをお開きください。 

 １６款２項６目土木費補助金、２節都市計画事

業費補助金の横馬場田崎線整備事業に係る社会資
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本整備総合交付金の内示に伴う増額であります。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 以上で、議案第６１号令和３年度薩摩川内市一

般会計補正予算のうち、本委員会付託分について

質疑が全て終了しましたので、これより討論、採

決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局に説明を求めます。 

○都市計画課長（香月貴廣）所管事務調査に

つきまして、２件報告させていただきます。 

 １件目は、資料は提出してございませんが、横

馬場田崎線整備事業の進捗状況、２件目は中郷五

代線整備事業の事業効果につきまして、委員会資

料を基に説明させていただいてよろしいでしょう

か。 

 まず、横馬場田崎線整備事業は、総延長

６６０メートルのうち１期区間として令和２年度

より令和８年度までの７年間の事業期間で、延長

３３３メートル、幅員１４メートルの都市計画道

路として事業認可を鹿児島県よりいただきまして、

隈之城高城線の中ノ原交差点側から用地買収に着

手したところでございます。 

 令和２年度につきましては、２件の用地買収契

約を行ったところであり、今年度も引き続き用地

交渉を行っていく予定としております。今のとこ

ろ、この１工区の全体の用地買収予定としては

３３筆ございます。 

 地権者や地域住民の方々には、機会あるごとに

丁寧に説明を行いまして、事業への御理解を得な

がら進めていきまして、本事業の早期完成を目指

してまいりたいと考えております。 

 続きまして、２件目の中郷五代線整備事業です。 

 中郷五代線整備事業は、平成２３年度より大小

路地区で事業着手しまして、令和２年度に国道

３号太平橋交差点へ接続して事業を完了させ、市

道太平橋山田島線として市道認定をいただき、供

用しているところです。 

 お手元の委員会資料で配付させていただいてお

るところですが、今年３月に供用開始して４か月

を経過した時点で、中郷五代線整備事業の事業効

果について、交通量調査や利用者へのアンケート

を実施した結果を取りまとめ、市のホームページ

へ掲載しておりますので、御紹介させていただき

ます。 

 委員会資料の６ページをお開きください。 

 まず、検証結果概要を記載しておりますが、大

きく三つの項目で事業効果についてまとめており

ます。内容は、８ページから説明をさせていただ

きます。 

 １点目は、利用者の分散化でございますが、資

料８ページの棒グラフで示しております。令和

３年３月に交通量調査を実施しまして、国道

２６７号の歴史資料館前交差点では、開通前の平

成２０年に調査した結果と比較して、東郷方面と

川内方面ともに交通量は減少しておりますが、中

郷五代線、現太平橋山田島線の太平橋交差点は大

きく６８％増加しているといったことになってお

りまして、これを見ましても交通量の分散化が図

られているのではないかと見ております。 

 次に、２点目は移動時間の短縮ですが、７ペー

ジを御覧いただきたいと思います。７ページ目の

左上、混雑時と平常時のおのおので東郷方面と川

内方面への移動時間を国道２６７号と中郷五代線

で比較しますと、中郷五代線を利用するほうが最

大６分３０秒早く移動できるという結果となりま

した。 

 最後に３点目が、利用者へのアンケート結果で

すが、中郷五代線を利用する市職員のアンケート

調査や近隣の消防局への聞き取りを行った結果、

移動時間の短縮や朝夕の渋滞緩和、道幅が広くな

り歩道ができたことによる安全性が向上した等の
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意見が頂けました。 

 これらの結果から見まして、中郷五代線完成に

よる事業効果がおおむね現れてきていると考えて

いるところです。今後も、ほかの必要な都市計画

道路につきましては、整備の優先順位などを検討

しながら着実に事業を進めてまいりたいと考えて

おります。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含めて所管事務全般につい

て質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（成川幸太郎）横馬場田崎線整備事業

についてちょっとお尋ねします。 

 今、歩道、令和２年度に２件の用地買収があっ

て、あと３３筆あるということでございましたけ

ど、今年度の予算では５筆予定、移転が５戸８棟

が移転計画あるというふうに予算を上げられてい

ますけど、現状ではどの程度の進捗、今年度の今

の状況はどうなのでしょうか。 

○都市計画課長（香月貴廣）現時点では

３３筆中、令和２年度、買収を行った２筆、進捗

率にしましておよそ６％の進捗となっております。 

 買収につきましては、引き続き地権者の方と丁

寧に交渉を行いまして、早期に買収かかれるよう

に、今後も引き続き鋭意行ってまいりたいと考え

ております。 

○委員（成川幸太郎）今その交渉をされてい

る最中だと思うんですが、今年度予定されている

対象の交渉先の進展具合というのは、完全に拒否

なのか、ある程度相談に乗れる状態なのか、そこ

ら辺はどうですか。 

○都市計画課長（香月貴廣）現在のところ、

地権者の方々とお話しする中では、拒否されてい

るという一例はございません。引き続き丁寧に説

明させていただきたいと考えているところです。 

○委員（成川幸太郎）じゃあ引き続き早めに

できるように、当初５年と言われたのが７年に延

びているみたいなので、半分が５年という計画じ

ゃなかったですか。あと７年間ということで、ち

ょっと前半の部分がちょっと長くなるのかな。今、

もう家が２軒新しいのが建っていて、それは恐ら

く買収が済んだものだろうと思いますけども、あ

と事業のところが２軒あるので、そこら辺も丁寧

に説明して、移転地とか相談に乗ってあげていた

だきたいと思います。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、都市計画課を終わります。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、区画整理課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第５９号 薩摩川内都市計画事業天

辰第一地区土地区画整理事業施行条例等の

一部を改正する条例の制定について 

○委員長（森満 晃）まず、議案第５９号薩

摩川内都市計画事業天辰第一地区土地区画整理事

業施行条例等の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○区画整理課長（城之下 誠）議案つづりそ

の２、５９－１をお開きください。 

 提案理由については、本会議で部長が説明され

たとおりであります。 

 施行条例の内容ですが、資料の５９―２をお開

きください。 

 今回、条例改正については、民法改正に伴い土

地区画整理法施行令の一部についても改正が必要

であり、これに伴って本市で施行中の三つの区画

整理事業、天辰第一地区、温泉場地区、天辰第二

地区の施行条例の一部を改正し、所要の規定の整

備を図ろうとするものです。三つの施行条例は、

全て同じ条項になっております。 

 改正する内容としましては、土地区画整理事業

の換地処分に係る清算金の利子の利率等について

改正するものです。 

 清算金の利子に係る利率等については、施行条

例の第２６条第２項において、清算金を分割徴収

する場合と第２６条第３項において分割交付する

場合の二つに分けて規定をしております。 

 まず、第２６条第２項については、土地区画整

理法施行令第６１条の改正と同様、その率が年

６％を超えるに至ったときは年６％との表示をそ

の率が法第１０３条第４項の規定による換地処分

報告の日の翌日における法定利率（以下、法定利

率という）を超えるに至ったときは法定利率に改
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め、同条第３項における年６％を法定利率に改め

ようとするものです。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 これより、討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局から報告事項はありませんので、これより

所管事務全般について質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 以上で、区画整理課を終わります。 

────────────── 

△入来区画整理推進室の審査 

○委員長（森満 晃）次は、入来区画整理推

進室の審査に入ります。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）議案はありませんので、

所管事務調査を行います。 

 当局から報告事項はありませんので、これより

所管事務全般について質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（大田黒 博）湯之山館から、こっち

の副田地区から入っていくあの線がつながるのは

いつ頃ですか。説明いただけませんか、何かいつ

頃どうなるとか。 

○入来区画整理推進室長（上川原雅之）今、

入来区画の進捗状況としましては、今おっしゃい

ました湯之山館の北のほう、２６７号線側のほう

ですけれども、向こうのほうが今残ったところと

なっておりまして、今そこのお尋ねにありました

メインの都市計画道路ですけれども、そちらのほ

うが今年度末を完成を目標に今頑張っているとこ

ろでございます。 

○委員長（森満 晃）図面がありますか。 

○入来区画整理推進室長（上川原雅之）はい。 

［図画を示す］ 

○入来区画整理推進室長（上川原雅之）今お

尋ねに上がった湯之山館のところになります。グ

レーで色をしたところが大体工事が終わってきて

いるところですけれども、今おっしゃったこちら

のほうの青が色が多いですけれども、こちらのと

ころのメイン道路の完成を地元の方も待たれてい

るところでございます。こちらのほうは約半分ぐ

らい、今工事を一生懸命やっているところでござ

いまして、今年度末の完成を目指しております。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、入来区画整理推進室を終わります。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（森満 晃）次は、建築住宅課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６０号 薩摩川内市営住宅条例の

一部を改正する条例の制定について 

○委員長（森満 晃）次に、議案第６０号薩

摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題といたします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（南  忠幸）議会資料の

１ページを御覧ください。 

 公営住宅等長寿命化計画に基づきまして、舟倉

住宅の非現地建て替えとしまして、民間事業者が

建設する住宅１棟２０戸を２０年間借り上げて、

市営住宅として運用するものでございます。 

 市営住宅の概要ですが、名称を斧渕市営住宅と

しまして、鉄筋コンクリート耐火構造３階建てで、

高齢者等世帯向けの２ＬＤＫが面積５４.６平方
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メートルで６戸、ファミリー世帯向けの３ＬＤＫ

が面積６４.６平方メートルで１４戸、合計で

２０戸であります。 

 建設場所は東郷町斧渕地区内の東郷学園義務教

育学校隣接地の市有地で、位置図でお示しした場

所になります。 

 住宅使用料、家賃につきましては、公営住宅法

及び同施行令の規定により決定され、入居者の収

入に応じて異なりますが、一般世帯であります原

則階層におきましては、２ＬＤＫが月額２万

１,６００円から３万２,２００円、３ＬＤＫが月

額２万５,６００円から３万８,１００円となりま

す。 

 資料の２ページを御覧ください。 

 駐車場使用料につきましては、行政財産使用料

として算定した額と他の市営住宅の駐車場使用料

を参考にしまして、１区画当たり月額５００円と

し、事業者から住宅戸数と同じ２０区画分を借り

上げ、入居者に貸し出すことになりますが、管理

は入居者によります自動車保管場所管理協議会を

設立していただきまして、そこで管理していただ

くこととしております。 

 今後のスケジュールですが、６月いっぱいで工

事が完成予定でありまして、今議会で議決いただ

ければ、７月に入居者募集を行いまして、９月か

ら入居開始とする予定としております。 

 今回の改正後の市営住宅の管理戸数は９２団地

３０３棟、２,０４５戸となります。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議はありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（森満 晃）次に、所管事務調査を

行います。 

 当局に説明を求めます。 

○建築住宅課長（南 忠幸）昨日お配りさせ

ていただきました薩摩川内市公営住宅等長寿命化

計画につきまして、概要版のほうで説明させてい

ただきたいと思いますので、別冊の概要版のほう

を御覧ください。 

 公営住宅等長寿命化計画につきましては、平成

２２年に策定しまして、建て替えや個別改善など

の事業を実施してきているところでございますが、

社会経済情勢等の変化や事業の進捗状況等を踏ま

えまして、おおむね５年ごとに実施しております

計画の見直しを今回行ったものでございます。 

 策定の目的でございますが、概要版の１ページ

の（２）目的の後段に記載しておりますが、本計

画では長寿命化計画を図るべき市営住宅の状態を

的確に把握し、予防保全的な観点から適切な修繕

や改善、長寿命化のための維持管理などに係る計

画を定めまして、建て替えや改善の効率的かつ効

果的な活用プログラムを策定することで、ライフ

サイクルコストの縮減と事業量の平準化を図るも

のでございます。 

 なお、計画期間は令和３年度から令和１２年度

までの１０年間としております。 

 策定の主な内容について説明いたしますので、

まず、５ページのほうを御覧ください。 

 下段の表になりますが、公営住宅等の需要の見

通しに基づく将来のストック量の目標値となりま

す令和１２年度の市営住宅の目標管理戸数につき

まして、将来推計人口により国土交通省が提供し

ます公営住宅推計に係る算定プログラムを利用し

まして、公営住宅の必要戸数を推計し、県営住宅

の管理状況を加味しまして、２,２５５戸と設定

しておりまして、令和２年３月末の管理戸数

２,５０２戸に対しまして２４７戸の減としてお

ります。 

 次に、概要版６ページから９ページになります

が、事業手法の判定につきまして、１次判定から

３次判定に基づきまして、用途廃止、建て替え及

び個別改善の必要性について、団地別事業手法の

判定を行いまして、現地調査の結果も踏まえまし
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て、１１ページから１２ページになりますけれど

も、令和３年度から令和１２年度までの１０年間

の事業プログラム、年度別整備スケジュールを作

成しております。 

 実施方針についてでございますが、概要版の

１４ページを御覧ください。 

 （３）個別改善事業の実施方針としまして、主

に中層耐火構造の住棟におきまして実施すること

とし、安全性の確保から緊急性のある外壁改善等

を優先し、居住性向上や福祉対応など小規模な改

善等についても必要に応じて実施することとして

おります。 

 １５ページになりますが、（４）建て替え事業

の実施方針としまして、敷地が一定規模以上あり、

事業が見込める団地につきましては建て替えるこ

ととしまして、中郷住宅と宇都住宅について、前

計画から事業時期を後年度へ修正し、また

１１ページの８の事業プログラムの（２）のエ等

に記載しておりますけれども、次期計画見直し時

に水引東住宅と草道下住宅の統合も含めた建て替

えの検討を記載しております。 

 １５ページに戻っていただきまして、（５）用

途廃止につきましては、耐用年限を経過し、老朽

化した低水準な住宅を対象に公営住宅や民間住宅

への住み替えを誘導しつつ、入居者の退去を待っ

て解体し、土地は普通財産に移管することとして

おります。 

 今後も長期的な視点に立った市営住宅の需要を

見据えつつ、厳しい財政状況等も踏まえながら市

営住宅ストックを効率的かつ効果的にマネジメン

トしていきたいと考えております。 

○委員長（森満 晃）ただいま当局の説明が

ありましたが、これを含めて所管事務全般につい

て質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（石野田 浩）今、事業プログラムと

いうのを見せてもらっていますけど、統廃合を考

えている市営住宅があるんですよね。水引東団地

と草道下かな。これを例えば統廃合するという考

えだと同じ地区内に設定して統廃合するのか、全

く別な形でするのか、その辺はどういうふうに考

えているんですか。 

○建築住宅課長（南 忠幸）水引東住宅のほ

うがもう耐用年限が大分過ぎております。そして、

草道下住宅のほうが耐用年限があと三、四年で耐

用年限を迎えるということになっておりまして、

この二つがなくなるということはちょっとあれで

すので、水引地区の中でこの二つを統合した分で

建て替えることを検討しているということになり

ます。 

○委員（石野田 浩）ぜひ今の考えで進めて

ください。でないと、住宅地が全部郊外から町な

かに移ってしまうと、ますます郊外、田舎のほう

は過疎化するばっかりですので、今の住宅の入居

費用と家賃と、今度建て替えるものとは大分違う

のかもしれないけれども、その辺の形も見据えた

住宅にしてでもいいから、とにかく規模は、水引

なら水引の地区、あるいはよそでもあると思うん

です。そういうところはできるだけ郊外の分は郊

外に残してもらわないと、ますます一極集中にな

って、田舎はますます高齢化してしまって過疎化

するということなので、その辺を十分検討しなが

ら進めていってほしいなと思いますので、よろし

くお願いしておきます。 

○委員（坂口正幸）１点だけ、くみ取りの住宅

がまだあるかと思うんですけど、この先、浄化槽

のほうに変えていく考えはありますか、お尋ねし

ます。 

○建築住宅課長（南 忠幸）先ほども申しま

したとおり、個別改善のほうで、居住性向上や福

祉対応など小規模な改善ということで、必要に応

じて実施するということをしておりますので、政

策空き家等になった住宅についてはすることはな

いかもしれませんけど、まだ耐用年限がある分に

ついては随時水洗化等はしていきたいと考えてお

ります。 

○委員（坂口正幸）そういう計画でされていく

と思っていても大丈夫なんですか、まだ。後は浄

化槽のほうに変わっていくと思っていても大丈夫

なんですか。 

○主幹兼建築グループ長（皆倉健一）今のく

み取りの話なんですけれども、便槽の住宅がまだ

幾つかあります。課長が言われたのですけど、政

策空き家に対してはなかなかできないんですが、

便槽で耐用年数が残っていたり、また下水道が周

りにあればつなげたり、あと、浄化槽が設置でき

る場所とか総合的に考えて検討はできるのかなと

は思います。 

○建設部長（久保信治）今の概要版の８ペー
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ジ、９ページを御覧ください。 

 長寿命化改善（屋上・外壁）、それから８ペー

ジの真ん中辺りに個別改善（浄化槽改修）といっ

たものがございます。このように、浄化槽の改善

をする案件と、まずは外壁、屋上のほうの水漏れ、

そういったものを改善するものと分けて、順次進

めていくような計画でおりますので、前ページに

ございますように、用途廃止については改善しな

いというふうな考え方でございます。 

○委員（坂口正幸）あわせて、トイレが和式の

ところもやっぱりあると思うんですけど、それが

また洋式にという構成はあるのかないのかお聞き

したいんですけど。それは需要に応じてなんです

か。 

○建築住宅課長（南 忠幸）できる範囲で入

居者の要望には応えていきたいと考えております。 

○委員（坂口正幸）ぜひよろしくお願いします。 

○委員（大田黒 博）９ページです。塔牟礼

住宅、これ入居者の退去をもって撤去なんですが、

まず２点です。 

 まだ持続して入りたいんだという中に水漏れと

かあったときのことはどうなるのかということと、

残り４戸ですと、４戸全部なくなったら、今度は、

少しお聞きしたんですけど、希望によってそこの

土地を希望を出してくださいとかそういうのはち

ょっと聞いたんですけど、その辺りはどうなって

いるんでしょうか。もう住宅が建たないとなると、

この辺りが少し要望があれば一般財源にして利用

できるんでしょうか。 

○建築住宅課長（南 忠幸）塔牟礼住宅の件

でございますけれども、ここは一応耐用年限が過

ぎて少し老朽化しているということで、塔牟礼住

宅のことでよろしいんですね。 

 ここは耐用年限が過ぎておりまして、少し老朽

化しているということで、政策空き家には指定し

ているところでございます。水漏れとかというこ

とですけど、住んでいらっしゃる以上、そういう

最低限の修理のほうはさせていただきたいと思っ

ております。 

 全員の方が退去された場合には、解体して撤去

するということに計画ではなっておりますけれど

も、その後の土地の活用とかにつきましては、ま

だ具体的なところはないということでございます。 

○委員（大田黒 博）土地の活用、利用等に

おいては、要望があれば少し考慮していただくと

いうことはありますか。 

○建設部長（久保信治）まず、犬井議員のと

ころでも質問があったんですけれども、政策空き

家になっていても住んでいらっしゃる方がいらっ

しゃる限りは、修繕については、例えば床がぼこ

ぼこ穴が開いてしまったとかそういったものは修

理をちゃんとしていきたいというのが１点目です。 

 ２点目の、もし皆さんが退去された後は、流れ

としては解体して更地にするということですけど

も、大田黒委員のほうから質問があったとおり、

それをそのまま使いたいという地域の方々のお声

があるようでありましたら、その時点でお声を聞

きまして、このまま使っていただけることがござ

いましたら、また協議をしてまいりたいというふ

うに考えております。 

○委員（大田黒 博）ありがとうございまし

た。次に、あと１点だけ。祁答院町を含めて集合

住宅がありますよね、３階建て、４階建て、集合

住宅が、鉄筋です。それらにおいて、非常に半分

も入っているかなというところが増えてきている

んです。１戸建てというか、その辺りの策という

のは、これにはどこにどういう形で載っているん

でしょうか、この計画としては。今後どうなりま

すというのは載っていないんでしょうか、方向性

は。 

○建築住宅課長（南 忠幸）個別改善事業の

実施方針というところで御説明をいたしましたけ

れども、中層耐火層の住棟を中心にということで、

鉄筋コンクリートの３階、４階建てにつきまして

は、外壁改善等とか、先ほど部長申しました屋上

の防水とかそういうのは修繕をしていって、耐用

年限まではずっと活用していくということでして

おります。 

○委員（大田黒 博）してもらったんですよ。

してもらって、部屋数が１６戸数ある中でも半分

もないぐらいなものを、少し皆さん、地域の方々、

コミ協が心配されてどうなるんだろうかなと思っ

ておられて、地域の人たちはなるべく入居するよ

うに努力はしているんですけども、減る一方で上

手地区においても相当減っています。半分以下に

なっているのを心配みんなされているので、こう

いう長寿命化とか出たときに、その辺の計画性が

組まれているのかなあと思ったもんですから、方
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向性が分かれば何ページのどの辺りで載っていま

すよと。こんな分厚い、昨日もらいましたけど、

あの中に少し方向性が見えているのかなと思った

ものですから質問しました。 

○建築住宅課長（南 忠幸）この長寿命化計

画の中には、入居者の募集といいますかそういう

方面はちょっと記載はしていないところでござい

ます。建物の長寿命化とかそういう方面で書いて

おりますので、もちろん入居の募集は毎回やって

いきますけれども、その辺の詳しいところは計画

の中には記載はしていないところです。 

○委員（大田黒 博）一つの要望ですけれど

も、方向性として、やっぱり地域の人口減に伴っ

てそういう形が拍車をかけてくると思うんです。

そういうときに、少しこういうところで方向性が

見えていれば、地区ごとの計画等を立てるときに

少し考慮しながらできるんだがなあと思って、一

つのそういう長寿命化計画が今度出たものですか

ら、方向性として市が打ち出しておけば、またそ

れに併せてコミ協もしていくのも一つの手かなと

思ってはおったんですけど、また随時そのような

考えはまた改めて出てくるのかなと思っておりま

す。分かりました。 

○建設部長（久保信治）先ほど課長が言いま

したとおり今回の計画につきましては、建物をど

のように長寿命化して、健全で安心、安全に暮ら

していけるかという計画と、うちの財政に応じて、

どういうふうに今修繕の予算を確保しながら対応

していくかという計画でございます。 

 今、大田黒委員のおっしゃった話は、地域がど

ういうふうにこの市営住宅を活用しながら発展し

ていくかということにつながっておりますので、

例えば、あまりにも広過ぎて半分に割った住宅に

したらどうかとか、逆に、上下２段にして広いも

のを使ってほしいとか、そういった改修の要望等

がございましたら、また個別にそういうふうな形

のほうが入りやすいということが、もしありまし

たら、すぐにはできませんけども、また御相談を

いただいて、またこの計画とは別に検討していき

たいというふうに考えております。 

○委員（坂口正幸）どうしても聞きたいことが

あったので、もう１点だけ聞かせてください。 

 今、高齢化が進んでいて、将来的に市としても

高齢者の方とか障害を持った方というのは、１階

を希望されたらそれに対応していただいたりとか

いろいろしていただいているんですけど、ちょっ

と思ったのが１点あって、公営住宅もエレベー

ターが今ついてきたりしているんですけど、うち

のほうも今何階建てとかいろいろあると思うんで

すけど、場所がないからとかそういう以外でつけ

られない理由は何かあるんですか。 

○建築住宅課長（南 忠幸）エレベーターが

現在ついているのは、ここ最近できました借り上

げ型の市営住宅、今度できる斧渕住宅と前回の借

り上げの若葉住宅とその前の横馬場住宅の３か所

しかついていないところでございます。 

 過去にできております市営住宅４階、５階とか

ありますけど、ついていないところでございまし

て、これからも予算等もございますのでちょっと

ここで答えられないところなんですけれども。 

○委員（坂口正幸）場所が確保できて、また予

算が組めればの話でいいんですが、今建っている

既存の住宅にエレベーターができれば、また利用

する方たちもいいのかなと思って、最初引っ越す

ときからもう大変だから、私も住んでいたことが

あるんですけど、冷蔵庫を担いで上ったりしない

といけないから、そういうのを考えたときに何か

できないのかなと思いまして、ちょっとお聞きし

たところでした。前向きに御検討お願いします。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、建築住宅課を終わります。 

────────────── 

△委員会報告書の取扱い 

○委員長（森満 晃）以上で、日程の全てを

終わりましたが、委員会報告書の取りまとめにつ

いては、委員長に一任いただくことで御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。 

 よって、そのように取り扱います。 

────────────── 

△閉会中の委員派遣について 

○委員長（森満 晃）次に、閉会中の委員派

遣についてお諮りします。 

 現在のところ、閉会中に現地視察等の予定はあ
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りませんが、委員派遣を行う必要がある場合は、

その手続を委員長に一任いただきたいと思います

が、そのように取り扱うことに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定しました。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（森満 晃）以上で、産業建設委員

会を閉会いたします。 
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